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尾
崎
紅
葉
の
死
　
─
そ
の
前
後
（
一
）
─

吉
　
田
　
昌
　
志

は
じ
め
に

　
伊
藤
整
の
『
日
本
文
壇
史
』
第
七
巻
（
講
談
社
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
日
）
は
、
明

治
三
十
五
年
末
の
夏
目
漱
石
の
英
国
留
学
か
ら
の
帰
朝
に
始
ま
り
、
日
露
開
戦
の
三
十

七
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
が
、
明
治
文
壇
に
お
け
る
そ
の
「
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
」
の

う
ち
の
、

　
最
大
の
事
件
は
尾
崎
紅
葉
の
死
を
頂
点
と
し
て
、
硯
友
社
と
、
そ
れ
に
同
伴
す
る
文
学

者
た
ち
の
間
に
保
た
れ
た
文
壇
の
情
勢
が
一
変
す
る
こ
と
で
あ
る
。（「
は
し
が
き
」）

と
捉
え
、
紅
葉
の
死
を
「
一
時
代
の
終
末
の
象
徴
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
把
握
に
お
そ
ら
く
異
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
右
の
認
定
に
応
じ
て
、「
紅
葉
の
臨
終
と
葬
式
」（
第
八
章
第
二
節
）
は
十
五
頁
に
及

ぶ
詳
細
な
記
述
を
も
ち
、
そ
の
最
後
に
、
葬
儀
へ
列
し
た
「
田
山
花
袋
は
、
古
い
時
代

が
尾
崎
紅
葉
と
と
も
に
埋
め
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
夜
が
明
け
た
や
う
な
気
持
に
な

つ
た
。」
と
記
し
て
章
を
閉
じ
て
い
る
。

　
こ
の
締
め
く
く
り
の
言
葉
の
前
に
、
花
袋
の
『
東
京
の
三
十
年
』（
博
文
館
、
大
正
六

年
六
月
十
五
日
）
の
一
節
を
引
い
て
叙
述
の
裏
づ
け
と
し
て
い
る
こ
と
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
本
書
の
記
述
は
、
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
あ
ま
た
の
参
考
文
献
に
基
づ
き
、
当

然
な
が
ら
そ
れ
ら
を
読
み
込
ん
だ
伊
藤
整
の
史
的
な
把
握
が
加
え
ら
れ
て
成
っ
た
も
の

な
の
で
あ
る
。

　「
文
壇
史
」
で
あ
る
以
上
、
時
を
経
て
一
定
の
整
序
が
な
さ
れ
た
文
壇
関
係
者
の
叙

述
を
重
ん
じ
る
の
は
当
然
な
が
ら
、
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
「
一
時
代
の
終
末
の
象
徴
」
た

る
で
き
ご
と
に
立
ち
会
い
た
い
と
思
う
者
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
の
も
否
め
な
い
。
と
い
う
の
は
、
当
時
、
紅
葉
を
め
ぐ
っ
て
は
実
に
お
び
た

だ
し
い
数
の
新
聞
雑
誌
の
記
事
が
あ
り
、
各
紙
誌
が
彼
の
病
勢
や
臨
終
か
ら
逝
去
、
葬

儀
に
い
た
る
ま
で
の
報
道
を
競
い
合
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
ほ
ど
に
紅
葉
の
存
在
は

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
報
道
の
実
態
に
即
し
て
み
た
い
と
い
う

思
い
を
禁
じ
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
幸
い
、
晩
年
の
こ
の
時
期
は
紅
葉
自
筆
の
日
記
「
十
千
万
堂
日
録
」
が
残
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
定
本
と
も
い
う
べ
き
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』（
全
十
二
巻
別
巻
一
、
平
成

五
年
十
月
二
十
一
日
─
七
年
九
月
二
十
七
日
。
以
下
『
紅
葉
全
集
』
あ
る
い
は
『
全
集
』
と
記

し
、
巻
数
の
み
を
示
し
て
、
刊
記
を
省
く
場
合
が
あ
る
）
も
備
わ
っ
て
い
て
、
書
簡
を
は
じ

め
と
す
る
基
礎
資
料
に
よ
っ
て
『
日
本
文
壇
史
』
の
記
述
を
補
足
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
　
第
九
三
九
号
　
七
八
～
九
四
（
二
〇
一
九
・
一
）
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紅
葉
歿
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
「
紅
葉
「
以
後
」
覚
書
」（
岩
波
書
店
版

「
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

明
治
編 

月
報
17
」
平
成
十
七
年
一
月
〔
発
行
日
、
記
載
な
し
〕）
に

述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
紙
幅
が
許
さ
ず
、
文
字
通
り
の
「
覚
書
」
に
止
ま
り
、
意
を

盡
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
紅
葉
門
弟
の
筆
頭
で
あ
る
泉
鏡
花
の
「
年
譜
」（
同
『
新
編
泉
鏡

花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
一
日
）
を
作
成
し
た
際
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
「
補

訂
」（
本
誌
「
学
苑
」
に
十
八
回
ま
で
断
続
掲
載
中
）
に
お
い
て
も
細
説
を
試
み
て
き
た
が
、

い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
後
の
調
査
や
原
資
料
を
ふ
ま
え

て
、
尾
崎
紅
葉
の
逝
去
前
後
の
様
態
を
で
き
る
限
り
再
現
し
て
み
る
。
ほ
ぼ
時
系
列
に

し
た
が
っ
て
以
下
の
節
を
立
て
た
が
、
叙
述
の
都
合
上
、
多
少
の
先
後
や
重
複
が
生
じ

る
場
合
も
あ
る
。

一
　「
読
売
新
聞
」
の
退
社

　
内
田
魯
庵
が
「
紅
葉
が
多
年
の
牙
城
た
る
読
売
を
棄
て
ゝ
二
六
に
移
つ
た
時
は
、
一

葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
で
、
硯
友
社
の
覇
権
が
傾
き
出
し
た
第
一
歩
で
あ
つ
た
。」

（『
き
の
ふ
け
ふ
　
明
治
文
化
史
の
半
面
観
』
博
文
館
、
大
正
五
年
三
月
五
日
）
と
述
べ
る
ご
と
く
、

紅
葉
の
晩
年
期
に
お
い
て
社
会
的
に
最
も
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、「
読
売
新
聞
」

の
退
社
で
あ
る
。
そ
れ
は
作
家
の
創
作
力
の
決
定
的
な
衰
耗
を
周
知
せ
し
め
る
と
と
も

に
、
紅
葉
に
と
っ
て
は
社
員
と
し
て
の
定
収
入
の
途
絶
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　『
日
本
文
壇
史
』
を
は
じ
め
、
そ
の
退
社
の
事
情
を
語
る
の
に
最
も
多
く
引
か
れ
る

の
は
上
司
小
剣
の
『
U
新
聞
年
代
記
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
九
年
三
月
二
十
一
日
）
で
あ

る
。
良
く
知
ら
れ
る
文
章
な
の
で
全
文
の
引
用
を
控
え
る
が
、

月
々
百
円
づ
ゝ
の
月
給
を
払
つ
て
、
一
年
も
何
一
つ
書
か
ぬ
紅
葉
を
、
社
長
は
『
不

埒
々
々
』
と
罵
つ
て
ゐ
た
。
あ
る
月
末
、
尾
崎
の
使
が
社
の
会
計
へ
月
給
を
取
り
に
来
る

と
、
そ
の
袋
が
な
い
。（
…
）『
尾
崎
さ
ん
の
月
給
は
鳥
居
坂
（
本
野
邸
）
に
あ
る
。
紅
葉

さ
ん
自
身
に
あ
つ
ち
へ
取
り
に
行
つ
て
下
さ
い
。』（
…
）
こ
の
こ
と
あ
つ
て
か
ら
、
社
長

と
紅
葉
と
の
大
衝
突
と
な
つ
た
が
（
…
）
石
を
坂
路
に
転
が
す
や
う
な
勢
ひ
で
、
誰
れ
も

止
め
手
が
な
く
、
紅
葉
の
退
社
と
い
ふ
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
つ
た
。
主
筆
と
同

額
の
月
給
六
十
円
を
二
三
年
前
に
百
円
と
し
、
社
中
随
一
の
高
給
を
与
へ
た
の
を
、
社
長

は
よ
ほ
ど
の
優
遇
だ
と
信
じ
、
尾
崎
の
方
で
も
つ
と
折
れ
て
出
る
と
思
つ
て
ゐ
た
ら
し
か

つ
た
。

と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
前
書
に
は
「
全
篇
に
ユ
ウ
モ
ア
を
発
散
さ
せ
る
つ
も
り
で
、

戯
曲
類
似
の
形
式
を
採
つ
た
」「
言
は
ゞ
変
体
の
追
憶
記
」
と
あ
り
、
ま
た
刊
行
当
時

の
広
告
に
は
「
モ
デ
ル
小
説
」
と
銘
う
た
れ
て
い
る
か
ら
、
右
の
記
述
を
全
く
の
事
実

の
報
告
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、「
社
長
」
本
野
盛
亨
の
新
聞
社
内
部
に

身
を
置
い
て
い
た
作
者
な
ら
で
は
の
叙
述
と
し
て
尊
重
に
値
し
よ
う
。

　
こ
の
退
社
の
一
件
は
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
な
の
か
。
紅
葉
「
年
譜
」（『
紅
葉
全
集
』
第

十
二
巻
）
に
は
明
治
三
十
五
年
の
「
夏
、
病
気
に
苦
し
ん
だ
あ
げ
く
、
読
売
新
聞
社
を

退
社
し
た
。」
と
あ
る
が
、
時
期
を
さ
ら
に
絞
り
込
む
こ
と
の
で
き
る
手
が
か
り
が
い

く
つ
か
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、『
紅
葉
全
集
』
未
収
録
の
三
田
村
玄
龍
宛
書
簡
で
あ
る
。
歿
後
の

「
俳
藪
」（
二
巻
六
号
、
明
治
四
十
年
三
月
二
十
三
日
）
誌
上
に
「
紅
葉
山
人
書
翰
」
と
し

て
翻
字
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
未
収
録
ゆ
え
、
左
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
み
る
。

拝
呈
先
日
は
玉
稿
御
遣
し
に
相
成
ル
ビ
迄
御
手
数
を
労
し
な
が
ら
編
輯
所
よ
り
近
来
の
附

録
の
体
裁
に
て
は
ち
と
不
向
と
て
返
し
来
り
候
へ
ば
無
是
非
御
返
送
申
上
候
不
悪
御
思
召

被
下
度
候
内
一
篇
「
恋
の
欲
」
の
考
証
甚
だ
感
じ
候
へ
ば
乍
専
断
俳
藪
紙
（
マ
マ
）
上
に
横
取
り

致
候
間
御
諦
め
被
下
度
頼
入
候
別
封
近
刊
の
分
差
出
候
へ
ば
御
覧
被
下
度
是
も
次
号
よ
り
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は
文
藪
と
改
題
致
し
小
生
一
手
に
て
編
輯
致
候
事
に
相
成
即
ち
門
下
の
同
好
的
雑
誌
と
致

し
逐
次
発
達
致
候
心
底
に
候
へ
ば
今
後
折
々
御
寄
稿
相
願
御
助
勢
の
義
頼
上
候
事
に
御
座

候未
だ
発
表
不
致
義
に
候
へ
ど
も
小
生
去
月
社
長
と
衝
突
の
上
日
就
社
を
退
き
申
候
間
一
寸

御
通
知
申
上
候
余
は
又
々
可
申
述
候
草
々

　
　
八 

月 

六 

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
崎
　
徳

　
　
　
三 

田 

村 

老 
台

　
宛
先
人
の
三
田
村
玄
龍
（
本
名
泰
助
、
後
に
鳶
魚
と
号
す
）
と
紅
葉
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
後
節
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
彼
の
送
っ
た
原
稿
の
う
ち
、「
恋
の
欲
」
の
考
証
を

「
俳
藪
」
誌
に
掲
載
す
る
む
ね
伝
え
た
末
尾
に
、
退
社
の
こ
と
を
報
じ
た
内
容
で
あ
る
。

翻
字
で
「
八
月
六
日
」
の
日
付
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
文
中
、
雑
誌
「
俳
藪
」
か

ら
「
文
藪
」（
紅
葉
歿
後
に
再
び
「
俳
藪
」
と
な
る
）
へ
の
改
題
に
触
れ
て
い
る
条
が
、

『
紅
葉
全
集
』
収
録
の
明
治
三
十
五
年
八
月
六
日
付
豊
田
勇
三
宛
書
簡
の
「
俳
藪
の
義

次
号
よ
り
は
文
藪
と
改
題
致
し
小
生
引
受
け
編
輯
致
候
事
に
相
成
」
云
々
と
全
く
一
致

す
る
の
で
、
発
信
の
年
次
を
三
十
五
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
紅
葉
は
同
年
の
八

月
六
日
に
三
田
村
、
豊
田
の
両
名
に
書
信
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
て
、
右
の
三
田
村
玄
龍
宛
の
書
簡
に
よ
り
、「
読
売
」
退
社
の
時
期
を
「
夏
」

（
年
譜
）
の
う
ち
の
「
七
月
中
」
と
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
で
は
、「
読
売
新
聞
」
と
の
関
係
は
七
月
の
何
日
ま
で
な
の
か
。
紙
面
を
検
め
る
と
、

七
月
十
二
日
付
の
創
刊
九
千
号
記
念
の
十
八
面
に
「
九
千
号
の
賀
」
と
題
し
て
、「
さ

ら
に
上
る
一
層
樓
の
月
す
ゝ
し
」
の
句
の
自
筆
版
が
載
っ
て
お
り
、
ま
た
俳
句
欄
で
は

紅
葉
選
の
「
読
売
十
句
粋
」
の
第
七
十
七
回
が
七
月
二
十
四
日
付
（
五
面
）
に
載
っ
て

い
る
か
ら
、
紙
面
上
で
は
こ
の
二
十
四
日
を
限
り
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
手
が
か
り
の
第
二
は
、
当
時
逗
子
に
滞
在
し
て
い
た
泉
鏡
花
宛
の
書
簡
で
、
八
月
二

十
六
日
付
発
信
中
に
、

昨
日
の
万○

朝○

に
小
生
退
社
の
報
を
出
し
候
　
あ
す
こ
は
い
つ
も
素
早
き
事
感
心
に
御
座
候

 

〔
圏
点
は
原
文
〕

と
あ
る
の
に
し
た
が
っ
て
、「
万
朝
報
」
を
見
る
と
、
八
月
二
十
五
日
付
（
二
面
）
の

「
文
壇
消
息
」
に
、

尾
崎
紅
葉
は
先
月
限
り
に
て
読
売
新
聞
社
を
退
き
た
り

と
出
て
お
り
、
七
月
を
限
り
と
す
る
こ
と
、
紅
葉
の
言
葉
通
り
、
他
紙
に
先
駆
け
て
の

「
素
早
き
」
報
道
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
続
い
て
は
、「
新
小
説
」
九
月
号
（
七
年
九
巻
、
一
日
発
行
）
の
「
時
報
」
欄
に
、

▲
尾
崎
紅
葉
氏
　
　
は
、
今
般
都
合
に
よ
り
て
読
売
新
聞
社
を
辞
し
暫
ら
く
閑
地
に
就
き

て
清
遊
せ
ら
る
ゝ
事
と
な
り
た
り
、
さ
れ
ば
従
来
読
売
紙
上
に
掲
載
し
た
る
金
色
夜
叉
の

続
編
は
、
自
今
以
後
本
誌
に
登
載
す
る
事
と
な
り
た
れ
ば
、
本
誌
が
更
に
一
段
の
光
彩
を

添
え
て
読
者
に
見
ゆ
る
の
日
は
近
き
に
あ
る
べ
し
。

と
報
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
本
号
目
次
の
あ
と
に
「
金
色
夜
叉
写
真
募
集
」
の
広
告
が

載
っ
た
。

　
写
真
の
「
風
景
は
野
州
塩
原
山
中
に
限
る
」、「
但
し
仝
所
渓
流
を
現
す
べ
し
」、「
図

中
に
人
物
を
添
ゆ
べ
か
ら
ず
」、「
時
季
は
四
月
よ
り
九
月
の
間
な
る
べ
し
」
等
々
の
細

か
い
規
則
を
示
し
た
う
え
で
、
十
月
末
を
締
切
と
し
、
当
選
者
へ
は
「
懸
賞
金
拾
円
」

を
呈
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
写
真
を
金
色
夜
叉
の
続
々
編
新
刊
の
巻
頭
に
掲
げ
る
、
と

い
う
企
画
で
あ
る
（
結
果
、
翌
三
十
六
年
六
月
十
二
日
刊
の
『
続
続
金
色
夜
叉
』
の
巻
頭
に
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は
加
瀬
翠
無
撮
影
の
当
選
写
真
が
掲
げ
ら
れ
た
）。

　
こ
の
募
集
広
告
は
、
爾
後
「
新
小
説
」
春
陽
堂
が
読
売
か
ら
「
金
色
夜
叉
」
を
引
請

け
た
こ
と
の
広
宣
で
も
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
「
新
小
説
」
九
月
号
発
行
の
二
日
後
の
「
読
売
新
聞
」（
九
月
三
日
付
・
二

面
）
の
「
社
告
」
に
、

社
員
紅
葉
山
人
尾
崎
徳
太
郎
氏
は
両
三
年
以
来
宿
痾
の
為
め
専
ら
療
養
中
な
り
し
が
経
過

捗
々
し
か
ら
ざ
る
の
故
を
以
て
退
社
の
上
暫
く
閑
地
に
就
か
る
〻
こ
と
〻
な
り
た
り

と
告
知
せ
ら
れ
、
退
社
が
公
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
五
日
発
行
「
太
陽
」
九
月
号
（
八
巻
十
一
号
）
の
「
文
芸
時
報
」
欄
に
、

▲
多
年
「
読
売
新
聞
」
に
盡
瘁
せ
し
尾
崎
紅
葉
子
は
七
月
限
り
を
以
て
同
社
を
去
れ
り

と
伝
え
ら
れ
た
の
が
雑
誌
の
速
報
で
あ
っ
た
。

　「
十
千
万
堂
日
録
」
に
よ
る
と
、
読
売
（
日
就
社
）
か
ら
の
俸
給
の
受
取
り
は
毎
月
一

日
で
、
こ
の
七
月
一
日
に
も
「
十
時
車
に
駕
し
て
日
就
社
に
受
俸
し
。
転
じ
て
樺
嶋
に

趣
く
」
と
あ
る
。「
樺
嶋
」
は
喜
久
夫
人
の
実
家
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
最
後
の
「
受
俸
」

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
経
緯
か
ら
、
紅
葉
の
読
売
退
社
は
、
七
月
中
に
は
決
定
し
て
お
り
、
八
月
下

旬
以
降
の
紙
誌
の
報
道
に
よ
り
、
漸
次
周
知
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
九
月
三
日
付
の
「
社
告
」
は
新
聞
社
側
の
い
わ
ば
最
後
通
牒
だ
っ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
も
っ
て
、
大
学
在
学
中
の
明
治
二
十
二
年
十
二
月
の
入
社
以
来
、
在
籍
十
二
年
と
九

か
月
、
あ
ま
た
の
傑
作
を
載
せ
て
創
作
活
動
の
枢
軸
と
な
り
、
紅
葉
の
文
壇
に
お
け
る

地
位
を
重
か
ら
し
め
た
新
聞
社
を
つ
い
に
去
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
退
社
の
一
件
は
、
つ
と
に
三
十
三
年
の
時
点
で
胚
胎
し
て

い
た
こ
と
が
、
歿
後
の
「
新
潮
」（
五
巻
三
号
、
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
日
）
誌
上
に
掲

げ
ら
れ
た
紅
葉
自
筆
の
「
退
社
届
」
の
存
す
る
の
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

　
こ
れ
は
同
誌
が
紹
介
し
た
紅
葉
「
日
記
」（
の
ち
の
「
十
千
万
堂
日
録
」）
の
末
尾
に
掲

げ
ら
れ
た
写
真
版
で
、『
紅
葉
全
集
』
第
十
二
巻
の
翻
字
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
御
届

　
　
今
般
因
一
身
上
之
都
合
無
是
非
及
退
社
候
此
段
御
届
申
候
也

　
　
　
　
明
治
卅
三
年

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
徳
太
郎
徳

　
　
　
日
就
社
長

　
　
　
　
　
本
野
盛
亨
殿

と
な
っ
て
い
る
。『
紅
葉
全
集
』
の
「
解
題
」
は
「
退
社
届
提
出
の
経
緯
や
そ
の
扱
い

に
つ
い
て
は
未
詳
」
と
し
て
い
る
が
、
右
の
「
届
」
と
同
日
の
巌
谷
小
波
宛
書
簡
（
当

時
は
在
独
。
明
治
三
十
三
年
十
二
月
十
九
日
付
）
中
の
、

小
生
は
例
の
漫
（
マ
マ
）
性
胃
病
の
処
、
日
就
社
と
待
遇
上
の
事
に
て
大
衝
突
を
生
じ
九
、
十
、
十

一
、
の
三
ケ
月
間
俸
給
を
受
け
ず
本
月
に
及
び
て
不
平
勃
々
辞
表
を
呈
し
候
を
高
田
、
市

島
の
二
氏
中
に
入
り
て
金
色
夜
叉
の
完
結
ま
で
虫
を
怺
（
こ
ら
）へ
る
事
に
相
成
候

と
述
べ
て
い
る
条
に
、
三
か
月
の
俸
給
停
止
の
の
ち
、
高
田
早
苗
、
市
島
謙
吉
の
仲
裁

で
退
社
を
思
い
留
ま
っ
た
「
経
緯
」
は
詳
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
「
退
社
届
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
あ
た
か
も
「
続
々
金
色
夜
叉
」
の
「（
六
）

の
九
」
が
載
っ
た
五
月
二
十
八
日
以
来
、
実
に
六
か
月
ぶ
り
で
そ
の
「（
七
）」
が
十
二
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月
四
、
五
、
六
日
と
連
載
を
再
開
し
た
の
ち
、
ま
た
も
や
休
載
と
な
っ
て
い
た
時
期
に

あ
た
る
。
小
波
宛
書
簡
に
記
す
ご
と
く
、「
九
、
十
、
十
一
、
の
三
ケ
月
間
俸
給
を
受

け
ず
」、「
待
遇
上
の
事
に
て
大
衝
突
を
生
じ
」
た
原
因
は
、
か
か
っ
て
こ
の
半
歳
に
及

ぶ
休
載
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
紅
葉
は
年
明
け
て
三
十
四
年
一
月
二
十
二
日
の
「
十
千
万
堂
日
録
」
に
、

次
の
よ
う
に
記
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

余
の
新
聞
社
に
入
り
て
茲
に
十
星
霜
、
然
れ
ど
も
此
の
続
々
金
色
夜
叉
を
草
し
て
本
年
に

入
り
た
る
如
く
、
休
筆
の
連し
き
り
に
し
て
、
詩
思
無
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
筆
を
執
る
の
気
を
発

せ
ざ
る
は
、
未
だ
曾
て
有
ら
ざ
る
所
也
。
日
就
社
に
対
し
て
深
く
疎
狂
放
恣
の
過
ぐ
る
を

愧
づ
。

　「
退
社
届
」
を
書
い
て
の
ち
一
か
月
余
の
こ
の
思
い
に
お
そ
ら
く
偽
り
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
か
か
る
焦
燥
と
慚
愧
は
病
勢
の
進
む
と
と
も
に
募
り
、
ま
た
休
筆
の
続
く
限
り

新
聞
社
と
の
軋
轢
は
避
け
が
た
く
、
以
後
足
か
け
三
年
に
亙
り
、
三
十
五
年
九
月
の

「
社
告
」
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
　「
二
六
新
報
」
入
社

　「
読
売
新
聞
」
に
退
社
の
「
社
告
」
が
載
っ
て
か
ら
三
十
三
日
後
の
十
月
六
日
付

「
二
六
新
報
」
の
第
一
面
上
段
に
尾
崎
紅
葉
署
名
の
「
入
社
之
辞
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
周
知
の
文
で
あ
る
が
、
以
下
に
全
文
を
引
用
し
て
み
る
。

予
が
多
病
の
故
に
、
十
余
年
の
締
合
密
な
る
読
売
新
聞
と
絶
つ
て
、
未
だ
幾
く
な
ら
ぬ
に
、

二
六
新
報
社
は
予
の
親
友
某
々
の
二
氏
を
介
し
、
不
肖
の
為
に
厚
遇
の
椅
子
を
払
つ
て
、

懇
に
招
か
る
ゝ
の
で
あ
つ
た
。

予
は
嬌
々
の
名
に
し
負
へ
る
二
六
新
報
社
長
と
し
て
、
秋
山
定
輔
氏
を
今
日
に
知
る
の
み

な
ら
ず
、
夙
に
東
京
大
学
予
備
門
の
学
友
と
し
て
善
く
識
る
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
其
人
の

招
聘
を
受
る
は
尤
も
望
む
所
で
あ
る
が
、
予
は
先
づ
問
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
有
る
が
故

に
、
之
を
以
て
氏
に
答
へ
た
。

曰
く
、
足
下
は
予
が
声
名
を
買
ふ
の
乎
、
或
は
、
箇
の
病
骨
を
買
ふ
の
乎
。
秋
山
氏
は
曰

ふ
、
固
よ
り
其
病
骨
を
買
ふ
の
で
あ
る
と
。
奇
な
る
哉
、
言
や
。
予
が
入
社
の
意
は
之
が

為
に
愈
よ
動
い
た
。

然
る
に
、
予
の
友
に
諫
む
る
者
有
つ
て
、
二
六
新
報
は
形
の
如
き
非
文
学
的
新
聞
、
而
も

権
勢
の
畏
迫
の
下
、
其
筋
の
忌
憚
の
前
に
、
直
言
縦
筆
し
て
自
ら
雄
と
す
る
危
地
に
居
る

者
、
决
し
て
文
学
者
の
楽
み
且
安
じ
て
籍
を
置
く
べ
き
処
で
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

予
は
退
い
て
意お
も

ふ
に
、
其
の
多
難
孤
守
の
二
六
新
報
社
が
、
何
の
暇
あ
り
て
、
其
の
常
に

尚
ば
ざ
る
文
人
の
病
骨
を
扶
け
入
る
ゝ
の
で
あ
る
乎
。

奇
な
る
哉
、
事
や
。
予
は
始
に
其
言
の
奇
な
る
に
感
じ
、
今
又
其
事
の
甚
だ
奇
な
る
を
喜

び
、
寧
ろ
此
謎
の
鑰キ
イ

を
獲
ん
が
為
に
、
則
ち
意
を
决
し
て
入
社
し
た
。

然
れ
ば
、
此
鑰キ
イ

を
獲
ん
が
為
に
、
今
よ
り
し
て
後
予
が
如
何
に
自
ら
処
す
る
乎
は
、
要
す

る
に
、
読
者
諸
君
の
紙
上
に
見
た
ま
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
（
十
月
二
日
稿
）

　
こ
の
「
入
社
之
辞
」
は
、
そ
の
後
続
け
て
「
太
平
洋
」（
三
巻
四
十
二
号
、
十
月
二
十

日
発
行
）、「
新
小
説
」（
七
年
一
巻
、
十
一
月
一
日
発
行
）、「
文
藪
」（
三
号
、
十
一
月
十
日

発
行
）
と
三
つ
の
雑
誌
に
再
掲
さ
れ
て
世
に
広
ま
っ
た
。

　「
読
売
」
退
社
よ
り
「
二
六
」
入
社
ま
で
一
か
月
と
い
う
短
い
期
間
は
、
入
社
の
交

渉
が
か
な
り
以
前
か
ら
進
ん
で
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
退
社
の
際
に

「
読
売
」
の
本
野
社
長
が
「
尾
崎
の
方
で
も
つ
と
折
れ
て
出
る
と
思
つ
て
ゐ
た
ら
し
か

つ
た
」（
先
引
『
U
新
聞
年
代
記
』）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
「
二
六
」
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と
の
内
約
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
入
社
の
仲
介
者
の
「
予
の
親
友
某
々
の
二
氏
」
と
は
、
社
長
秋
山
定
輔
と
昵
懇
だ
っ

た
長
田
秋
濤
（
本
名
忠
一
）
と
、
当
時
「
二
六
新
報
」
に
在
籍
し
て
い
た
堀
紫
山
（
本

名
成
之
）
と
で
あ
っ
た
。
紅
葉
と
の
知
遇
は
紫
山
の
ほ
う
が
早
く
、
紅
葉
の
大
学
時
代

の
二
十
三
年
か
ら
、
秋
濤
と
は
二
十
八
年
前
後
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
堀
紫
山
（
慶
応
三
年
十
月
二
十
三
日
生
、
昭
和
十
五
年
三
月
十
六
日
歿
。
文
久
三
年
生
れ
ト

モ
）
の
こ
と
は
、「
二
六
新
報
」
の
前
に
在
籍
し
て
い
た
「
読
売
新
聞
」
創
刊
九
千
号

記
念
（
明
治
三
十
五
年
七
月
十
二
日
付
）
の
特
集
記
事
「
多
年
我
社
に
盡
力
せ
し
人
」（
三

十
一
面
）
に
、

君
は
常
陸
下
館
の
人
、
父
祖
世
々
弓
術
を
以
て
名
あ
り
、
年
少
東
京
に
出
で
〻
文
を
学
び

後
我
読
売
新
聞
に
入
り
て
『
三
面
記
事
』
に
健
筆
を
揮
へ
り
其
文
艶
麗
嬌
冶
姿
態
淋
漓
柳

北
以
後
第
一
人
と
称
せ
ら
る
而
し
て
君
の
文
を
行や

る
達
筆
流
る
〻
が
如
く
人
其
健
腕
に
驚

か
ざ
る
は
な
し
、
明
治
二
十
八
年
の
頃
一
時
大
坂
に
赴
き
後
再
び
帰
社
し
三
十
年
を
以
て

退
社
せ
り
齢
三
十
八
、
紫
山
と
号
す
。

と
出
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。「
二
六
新
報
」
在
籍
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、「
東
京

朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
六
年
十
一
月
一
日
付
（
五
面
）
の
訃
報
「
尾
崎
紅
葉
氏
逝
く
」

の
文
中
に
は
「
昨
年
七
（
マ
マ
）月
二
六
新
報
の
聘
に
応
じ
て
堀
紫
山
氏
と
共
に
同
社
に
入
り
」

云
々
と
の
記
述
が
あ
る
。
紅
葉
入
社
は
十
月
の
間
違
い
だ
が
、
こ
の
「
七
月
」
は
紫
山

の
入
社
時
期
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
両
人
の
縁
は
、
明
治
二
十
三
年
十
月
、
牛
込
北
町
の
祖
父
母
荒
木
の
家
か
ら
大
学
近

く
へ
転
じ
た
紅
葉
と
本
郷
森
川
町
（
一
番
地
二
九
七
号
）
に
同
宿
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

こ
れ
を
も
っ
て
紅
葉
門
下
の
最
初
の
一
人
と
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。「
新
小
説
」（
八
年

十
三
巻
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
一
日
）
の
紅
葉
追
悼
特
輯
「
紅
葉
山
人
追
憶
録 

第
四
」

（
以
下
、
こ
の
「
追
憶
録
」
に
つ
い
て
は
、
誌
名
、
巻
号
数
、
発
行
日
の
記
載
を
省
く
場
合
が
あ

る
）
の
後
藤
宙
外
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
春
陽
文
庫
」（
明
治
三
十
年
六
月
二
十
日

─
三
十
一
年
六
月
十
日
、
全
十
編
）
は
表
む
き
紅
葉
編
輯
主
任
と
な
っ
て
い
る
が
「
実
際

の
編
輯
は
今
『
二
六
』
社
に
居
る
堀
紫
山
君
が
や
つ
て
居
つ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
紫
山
に
は
妹
が
二
人
お
り
、
上
の
妹
美
知
子
は
堺
利
彦
の
妻
、
下
の
妹
保
子
は
大
杉

栄
の
妻
と
な
っ
た
。
知
友
上
司
小
剣
を
当
時
「
読
売
」
に
い
た
紫
山
に
紹
介
し
、
入
社

を
頼
ん
だ
の
は
堺
利
彦
だ
っ
た
と
い
う
（
黒
岩
比
佐
子
『
パ
ン
と
ペ
ン 

社
会
主
義
者
・
堺
利

彦
と
「
売
文
社
」
の
闘
い
』
講
談
社
、
平
成
二
十
二
年
十
月
七
日
）。

　
長
田
秋
濤
（
明
治
四
年
十
月
五
日
生
、
大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日
歿
）
は
、
中
村
光
夫

が
『
贋
の
偶
像
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
五
日
）
で
小
説
化
し
て
知
ら
れ

る
、
逸
話
の
多
い
人
物
で
あ
る
が
、
静
岡
西
草
深
生
れ
、
父
銈
太
郎
は
直
参
旗
本
、
幕

府
の
命
で
渡
仏
後
新
政
府
で
は
外
交
官
を
務
め
た
が
、
二
十
二
年
四
十
歳
で
病
歿
し
た
。

　
二
十
年
三
月
、
秋
濤
は
十
七
歳
の
お
り
す
で
に
翻
訳
『
脚
本
ハ
仏
国

世
界
ハ
日
本
当
世
二
人
女
婿
』

（
鳳
文
館
）
を
出
版
す
る
な
ど
早
熟
の
才
を
示
し
、
父
の
歿
後
に
渡
英
、
さ
ら
に
渡
仏

し
て
、
帰
国
後
は
父
の
門
人
下
田
歌
子
の
媒
酌
で
結
婚
、
仏
国
で
の
観
劇
体
験
に
基
づ

き
、
福
地
桜
痴
ら
と
演
劇
改
良
を
こ
こ
ろ
ざ
し
た
。

　
二
十
八
年
二
月
、
桜
痴
と
計
っ
て
芝
紅
葉
館
で
「
脚
本
改
良
会
」
を
開
催
、「
そ
の

時
の
参
会
者
の
中
に
は
紅
葉
の
顔
も
見
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
紅
葉
と
の

交
友
が
あ
っ
た
と
も
察
せ
ら
れ
る
」（『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
十
六
巻
、
昭
和
女
子
大
学

光
葉
会
、
昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
日
）
の
で
あ
る
が
、
交
友
の
始
ま
り
は
堀
紫
山
ほ
ど

に
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
秋
濤
は
明
治
三
十
年
伊
藤
博
文
公
の
秘
書
格
と
な
っ
て
欧
米
随
行
し
、
帰
国
し
た
あ

と
で
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
移
入
紹
介
、
翻
訳
劇
の
川
上
音
二
郎
一
座
へ
の
提
供
、
陸
軍
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大
学
校
、
東
京
専
門
学
校
へ
の
出
講
等
、
明
治
三
十
六
年
頃
ま
で
の
活
動
に
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
巌
谷
小
波
宛
の
紅
葉
書
簡
（
明
治
三
十
五
年
三
月
十
七
日
付
）
に
、

秋
濤
子
は
来
月
よ
り
三
井
の
早
川
千
吉
郎
の
幕
僚
と
相
成
月
俸
二
百
五
十
円
何
か
奢
ら
う

か
と
前
触
盛
な
る
も
の
に
御
座
候
。

と
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
意
気
旺
ん
で
あ
っ
た
。

　
翻
訳
の
代
表
作
は
、「
万
朝
報
」
連
載
中
に
発
表
禁
止
と
な
っ
た
デ
ュ
マ
原
作
「
椿

姫
」（
明
治
三
十
五
年
八
月
三
十
日
─
十
月
九
日
。
初
刊
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
三
十
六
年
五

月
四
日
）
の
ほ
か
、
紅
葉
と
の
共
訳
「
寒
牡
丹
」（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日

─
五
月
十
日
、
初
刊
春
陽
堂
、
三
十
四
年
二
月
六
日
）
も
あ
り
、
紅
葉
の
療
養
費
の
扶
助
の

た
め
ユ
ー
ゴ
ー
原
作
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
」
を
『
鐘
樓
守
』（
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
八
日
）
と
し
て
紅
葉
と
と
も
に
訳
出
せ
ん
と
し
た
が
、

生
前
に
は
完
成
し
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の
マ
リ
ヴ
ォ
ー
原
作
「
愛
の
偶
然
と
た
わ
む

れ
」
の
翻
案
「
八
重
だ
す
き
」（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
一
年
六
月
五
日
─
九
月
三
日
）
に

際
し
て
秋
濤
の
助
力
が
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
り
、
紅
葉
の
訳
業
に
と
っ
て
無
く
て
は

な
ら
ぬ
存
在
だ
っ
た
か
ら
、「
二
六
」
入
社
に
も
ま
た
盡
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
明
治
三
十
二
、
三
年
の
交
に
は
、
高
田
早
苗
の
提
唱
し
た
い
わ
ゆ
る

「
文
士
講
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
そ
の
う
ち
川
上
眉
山
宅
で
催
さ
れ
た
硯
友
社

主
体
の
小
説
口
演
会
（
明
治
三
十
三
年
三
月
十
一
日
）
で
は
、
江
見
水
蔭
、
泉
鏡
花
、
巌

谷
小
波
に
続
き
、
紅
葉
「
茶
碗
割
」
口
演
の
前
に
「
血
髑
髏
」
と
題
す
る
話
を
し
て
い

る
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
（
十
六
）」「
学
苑
」
九
〇
三
号
、
平
成
二
十
八

年
一
月
一
日
を
参
照
）。

　「
二
六
新
報
」
と
の
関
係
は
、
社
長
秋
山
定
輔
の
ブ
レ
イ
ン
だ
っ
た
こ
と
に
因
る
も

の
で
、
村
松
梢
風
『
秋
山
定
輔
は
語
る
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
十
三
年
十
一
月

八
日
）
中
の
、
三
十
五
年
国
会
議
員
と
な
っ
た
当
時
の
こ
と
を
述
べ
た
条
に
「
其
の
頃
、

林
田
雲
梯
、
長
田
秋
濤
、
高
田
半
峯
、
の
諸
君
と
我
々
共
は
度
々
紅
葉
館
だ
の
赤
坂
あ

た
り
で
よ
く
同
席
し
て
飲
ん
だ
も
の
だ
つ
た
」
と
あ
り
、
両
者
が
親
密
の
度
を
増
し
た

時
期
と
紅
葉
の
入
社
斡
旋
の
時
期
と
は
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
病
気
療
養
の
た
め
明
治
三
十
五
年
九
月
十
四
日
付
で
「
二
六
新
報
」
を
罷
め
た

伊
藤
銀
月
の
「
黒
岩
周
六
と
秋
山
定
輔
」（「
新
声
」
九
編
五
号
、
明
治
三
十
六
年
五
月
十

五
日
）
に
も
「
黒
岩
周
六
の
賓
客
に
内
村
鑑
三
あ
り
、
秋
山
定
輔
の
賓
客
に
長
田
秋
濤

あ
り
」、「
互
に
利
用
さ
る
ゝ
を
知
り
て
利
用
す
る
也
」
と
し
て
お
り
、
両
者
の
関
係
は

周
知
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　
秋
濤
の
翻
訳
の
口
述
筆
記
の
助
手
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
徳
田
秋
聲
が
、
秋
濤
の
日

常
は
「
締
り
の
な
い
」、「
非
常
な
不
規
律
な
生
活
で
あ
つ
た
」
し
、
そ
の
「
ル
ー
ズ
な

生
活
が
何
だ
か
自
分
を
散
漫
に
す
る
や
う
で
堪
へ
ら
れ
な
か
つ
た
」
た
め
、「
逃
げ
る

や
う
な
風
で
長
田
氏
の
家
を
出
て
し
ま
つ
た
」（「
わ
が
文
壇
生
活
の
三
十
年
（
其
二
）」

「
新
潮
」
二
十
三
年
三
号
、
大
正
十
五
年
三
月
一
日
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
奔
放
豪
恣
、
無

軌
道
な
生
活
ぶ
り
で
、
彼
か
ら
離
れ
る
者
も
多
か
っ
た
。

　
紅
葉
と
同
じ
く
親
交
の
あ
っ
た
高
田
早
苗
は
「
長
田
君
は
磊
落
と
い
ふ
点
に
な
る
と

殆
ん
ど
無
類
で
、
又
其
の
天
然
の
愛
嬌
と
い
ふ
も
の
は
、
是
れ
亦
私
の
交
友
中
に
は
迚

も
匹
敵
す
る
者
が
な
か
つ
た
」、「
随
分
磊
落
過
ぎ
た
行
為
が
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
他
面

友
人
に
対
し
て
極
め
て
親
切
な
情
の
深
い
処
も
た
し
か
に
有
つ
た
の
で
あ
る
」（『
半
峯

昔
ば
な
し
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
二
年
十
月
三
日
）
と
回
顧
し
て
い
る
が
、
紅
葉
の

「
二
六
新
報
」
入
社
に
も
、
こ
の
友
人
に
対
す
る
「
親
切
な
情
の
深
い
処
」
が
発
現
し

た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
さ
て
、
紅
葉
の
入
社
最
初
の
仕
事
は
、
懸
賞
（「
謎
々
」
と
「
も
の
は
」
盡
し
の
各
十
二
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題
）
の
撰
者
を
担
当
す
る
こ
と
だ
っ
た
。「
入
社
之
辞
」
か
ら
五
日
後
の
十
月
十
一
日

に
ま
ず
紅
葉
の
名
が
発
表
さ
れ
、
十
七
日
に
理
学
博
士
坪
井
正
五
郎
、
二
十
二
日
に
法

学
博
士
和
田
垣
謙
三
が
追
加
さ
れ
、
三
名
の
撰
者
が
揃
っ
て
、
翌
十
一
月
三
日
か
ら
八

日
ま
で
六
回
に
わ
た
る
「
当
選
披
露
」
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
著
作
年
表
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
「
二
六
新
報
」
へ
の
作
品
の
発
表
は

「
列
信
具
作
　
紅
葉
山
人
訳
」（
レ
ッ
シ
ン
グ
の
喜
劇
「
ミ
ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
ン
ヘ
ル
ム
」

の
翻
訳
）
の
「
草
分
衣
」（
三
十
六
年
一
月
十
五
日
─
二
月
二
十
四
日
。
三
十
六
回
で
中
絶
）

の
み
で
あ
っ
た
の
は
詮
方
な
い
。
読
者
は
、
創
作
よ
り
も
む
し
ろ
「
病
骨
」
の
紅
葉
の

動
静
の
詳
報
を
本
紙
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
大
学
病
院
入
院

　
紅
葉
が
大
学
病
院
へ
入
院
し
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
三
月
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で

の
十
二
日
間
で
あ
る
。

　
入
院
前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
新
小
説
」
の
紅
葉
追
悼
特
輯
「
紅
葉
山
人
追
憶

録 

第
七
」
の
泉
鏡
花
と
小
栗
風
葉
の
発
言
が
最
も
具
体
的
で
あ
り
、
ま
た
紅
葉
の
文

章
で
は
「
入
院
」（
歿
後
刊
行
の
『
紅
葉
遺
文
』
隆
文
館
、
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
、
に
収

録
）
と
「
病
骨
録
（
其
一
）
退
院
前
五
日
」（
同
じ
く
『
病
骨
録
』
文
祿
堂
書
店
、
明
治
三

十
七
年
三
月
一
日
、
に
収
録
）
に
そ
の
当
初
と
最
後
と
が
縷
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

拠
っ
て
入
院
の
様
態
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
上
記
の
ほ
か
に
、
入
院
の
日
取
り
に
関
す
る
、
主
治
医
入
澤
達
吉
宛
の
書
簡
が

あ
り
、『
紅
葉
全
集
』
に
未
収
録
な
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
紹
介
か
ら
始
め
る
。

　
本
簡
は
星
野
麥
人
「
紅
葉
忌
」（「
木
太
刀
」
三
十
六
巻
十
一
号
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
五

日
）
の
中
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、

拝
啓

先
般
御
高
診
を
蒙
り
奉
拝
謝
候
　
其
後
病
状
変
動
無
之
候
へ
共
便
通
稀
な
る
と
消
化
不
良

と
の
為
に
不
相
変
難
渋
罷
在
候

扨
岡
田
氏
よ
り
御
話
相
願
候
通
来
月
二
日
よ
り
入
院
の
事
に
決
心
致
候
に
付
て
は
今
後
別

而
御
配
慮
相
願
度
と
存
候
　
然
処
入
院
の
手
続
一
向
不
案
内
に
御
座
候
が
そ
れ
迄
に
病
院

に
参
り
掛
員
に
交
渉
可
致
必
要
有
之
候
事
と
は
存
候
へ
ど
も
或
は
尊
台
よ
り
一
言
其
旨
被

仰
付
候
は
ゞ
別
に
手
続
を
要
せ
ず
二
日
に
突
然
参
り
候
て
差
支
無
之
や
も
し
さ
や
う
に
御

座
候
は
ゞ
甚
だ
勝
手
の
申
條
に
候
へ
ど
も
此
方
の
都
合
は
尤
も
よ
ろ
し
く
明
日
に
も
其
向

へ
御
声
が
ゝ
り
を
願
ひ
度
と
存
候

乍
略
義
右
書
中
を
以
て
御
伺
申
上
度
余
は
拝
顔
の
上
可
縷
述
仕
候

　
　
二
月
二
十
七
日 

草 

々 

不 

盡

 

尾
　
崎
　 

徳
　
拝
　

　
入 

澤 

国 

手

　
　
　
　
　 

座
　
下

と
あ
り
、
入
院
予
定
日
の
連
絡
の
み
な
ら
ず
、
病
院
内
手
配
の
懇
請
に
、
入
院
を
控
え

た
紅
葉
の
緊
張
と
不
安
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
文
面
で
あ
る
。
文
中
に
名
の
出
る
「
岡

田
氏
」
す
な
わ
ち
岡
田
朝
太
郎
宛
書
簡
（『
全
集
』
収
録
、
同
年
二
月
二
十
五
日
付
）
で
は
、

「
段
々
御
配
慮
相
願
候
入
院
の
義
は
来
月
一
日
と
相
定
め
候
に
就
て
は
入
院
の
手
続
等

も
可
有
之
そ
の
事
な
ど
伺
ひ
度
」
云
々
と
あ
っ
て
、
入
院
の
紹
介
者
が
当
時
帝
国
大
学

の
教
授
だ
っ
た
岡
田
で
あ
る
こ
と
が
判
る
と
と
も
に
、
二
十
五
日
時
点
で
は
、
三
月
一

日
の
予
定
だ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
岡
田
の
紅
葉
歿
後
の
談
に
よ
れ
ば
、
入
院
前
の
二
月
二
十
二
日
に
診
察
を
し
た
入
澤

博
士
か
ら
、
翌
日
に
「
ど
う
も
自
分
は
胃
癌
だ
と
思
ふ
」
と
の
診
断
結
果
を
聞
い
て
一
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驚
、
こ
れ
を
た
だ
ち
に
巌
谷
小
波
へ
伝
え
、
紅
葉
に
入
院
を
勧
奨
し
改
め
て
検
査
の
結

果
を
俟
ち
、
退
院
ま
で
は
博
士
の
診
断
を
当
人
に
告
知
し
な
い
こ
と
に
し
た
、
と
い
う

（「
故
尾
崎

紅
葉
君
追
慕
演
説
」「
新
小
説
」
九
年
一
巻
、
明
治
三
十
七
年
一
月
一
日
）。

　
紅
葉
が
自
記
し
た
「
入
院
」
で
は
、
こ
の
か
ん
の
推
移
が
、

予
が
入
沢
博
士
の
言
に
聴
い
て
、
既
に
先
月
の
二
十
七
日
入
院
の
事
と
略ほ
ゞ

極
つ
た
の
で
あ

る
が
、
い
つ
そ
月
が
替
つ
て
か
ら
と
、
一
日
に
改
め
た
所
、
朔
日
か
ら
縁
起
で
も
な
い
と
、

家
人
に
止
め
ら
れ
て
、
又
二
日
と
成
つ
た
。
然
る
に
、
老
人
の
い
ふ
に
は
、
二
日
は
丑
の

日
、
此
日
に
は
事
が
長
引
く
、
た
と
へ
ば
病
人
の
床
に
就
く
の
も
今
日
は
忍
ぶ
の
で
あ
る
。

忌
は
し
い
事
だ
と
切
に
止
め
ら
れ
て
、
又
延
し
て
三
日
に
成
つ
た
。

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
入
澤
宛
の
書
簡
は
、
当
初
の
予
定
日
に
、
岡
田
と
の
間

に
成
っ
た
変
更
を
報
せ
る
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
初
め
の
二
十
七
日

か
ら
、
三
月
一
日
へ
、
さ
ら
に
二
日
、
三
日
へ
と
三
た
び
変
更
の
う
え
入
院
が
実
行
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
些
細
な
経
緯
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
通
院
で
は
な
く
、
大
学
病
院
で
本
格

的
な
検
査
を
受
け
る
た
め
の
入
院
は
、
紅
葉
自
身
と
そ
の
家
族
に
相
応
の
圧
迫
を
強
い

た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
続
い
て
、
前
記
鏡
花
、
風
葉
、
弟
子
の
側
か
ら
の
証
言
を
確
認
し
て
み
る
。

　
で
き
る
だ
け
談
話
の
言
葉
を
活
か
し
て
事
情
を
た
ど
れ
ば
、
鏡
花
が
入
院
の
こ
と
を

紅
葉
の
口
か
ら
初
め
て
聞
い
た
の
は
、「
二
月
の
初
旬
、
恐
し
く
寒
い
日
」、「
藁わ

ら
だ
な店
の

理と

こ

や
髪
店
」
が
済
ん
で
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。「
御
重
体
で
あ
る
と
（
マ
マ
）こ
と
は
思
ひ
も
懸
け

ず
」、
入
院
し
て
「
規
則
正
し
く
食
物
を
召
上
つ
た
ら
日
な
ら
ず
御
全
快
に
な
り
ま
す

と
申
し
て
喜
び
ま
し
た
」。「
入
院
が
三
月
三
日
」
で
、「
当
日
は
、
玄
関
に
居
る
者
、

並
に
小
栗
も
行
き
私
も
行
き
」、
手
回
り
品
の
「
殆
ど
門
弟
の
二
軒
分
合
せ
た
位
の
所

帯
道
具
」
と
と
も
に
病
院
へ
送
っ
て
行
き
、
先
着
し
て
い
た
徳
田
秋
聲
が
病
院
で
こ
れ

を
迎
え
、「
病
室
へ
は
何
で
も
十
四
五
人
ズ
ラ
リ
ト
と
列な
ら

ん
だ
」
も
の
で
あ
る
、
と
述

べ
て
い
る
が
、
紅
葉
筆
の
「
入
院
」
で
は
、「
家
を
出
た
の
は
二
時
過
で
」「
稍
三
時
病

院
に
着
い
た
。
病
室
は
第
二
内
科
室
一
一
の
側
九
号
と
い
ふ
の
で
、
北
向
の
十
二
畳

約ば
か
りの
大お
ほ
いさ
で
、
其
の
中
央
に
臥ベ
ツ
ド床
を
置
い
て
、
内
に
は
秋
声
、
斜
汀
、
春
鴻
、
水
葉
、

吟
葉
が
は
や
詰
め
て
居
る
」
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
。

　
再
び
鏡
花
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
診
察
の
た
め
肌
脱
ぎ
を
し
た
と
こ
ろ
「
其
の

様
子
は
殆
ど
五
十
位
の
人
の
体
格
で
あ
つ
た
」
の
に
皆
驚
き
、「
そ
れ
か
ら
五
日
ば
か

り
経
つ
て
」
帰
宅
す
る
と
、
看
病
に
行
っ
て
い
た
弟
の
斜
汀
が
「
今
ま
で
の
試
験
で
は
、

ど
う
し
て
も
胃
癌
た
る
を
免
れ
な
い
」
が
、「
皆
な
に
心
痛
さ
せ
る
の
も
宜よ

く
な
い
か

ら
、
先
づ
余
り
騒
が
な
い
方
が
宜
か
ら
う
」
と
の
巌
谷
小
波
の
助
言
を
伝
え
、
こ
れ
に

従
っ
て
、
友
人
へ
の
報
せ
は
控
え
た
。
患
部
切
開
の
相
談
の
際
は
、
門
弟
の
中
か
ら
誰

か
立
ち
会
え
、
と
の
こ
と
で
「
日
な
ら
ず
、
其
の
通
知
が
来
た
か
ら
、
已
む
を
得
ず
、

夜
遅
く
、
十
一
時
頃
に
小
栗
の
門
を
叩
い
て
、
始
め
て
話
を
し
た
」
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
を
承
け
て
小
栗
風
葉
は
、「
泉
が
そ
れ
を
知
ら
し
て
呉
れ
る
ま
で
私
も
知
ら
な

か
つ
た
」
が
、
そ
の
翌
日
「
癌
を
切
開
す
る
か
し
な
い
か
と
云
ふ
会
議
が
、
友
人
及
び

吾
々
門
下
一
同
の
間
に
あ
つ
た
の
で
、
桜
田
会
館
へ
集
つ
た
」
結
果
、「
何
分
衰
弱
し

て
御お

居ゐ

で
に
な
る
か
ら
、
切
開
す
れ
ば
其
の
場
で
危
な
い
と
云
ふ
の
で
、
兎
に
角
切
開

し
な
い
こ
と
に
話
を
决
し
て
、
其
の
月
の
十
三
日
に
退
院
を
な
す
つ
た
、
尤
も
退
院
前

に
医
者
か
ら
胃
癌
と
云
ふ
宣
告
が
先
生
に
あ
つ
た
」
の
だ
し
、
先
生
も
い
ざ
と
い
う
時

の
覚
悟
は
す
で
に
出
来
て
い
た
、
と
語
っ
て
い
る
。

　『
紅
葉
書
翰
抄
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
三
日
）
の
冒
頭
に
は
、
明
治
三

十
六
年
三
月
十
日
と
十
一
日
付
の
尾
崎
喜
久
宛
（
現
存
三
通
の
う
ち
の
二
通
）
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
病
室
で
の
感
慨
を
夫
人
に
書
き
送
っ
た
も
の
だ
が
、
十
日
付
に
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「
病
院
に
居
る
中
に
何
か
入
院
中
の
事
を
書
き
一
冊
に
ま
と
め
て
小
さ
き
本
を
出
し
た

し
と
考
へ
居
い
ろ
〳
〵
工
夫
い
た
し
居
候
」
と
あ
る
。「
入
院
」
と
「
退
院
前
五
日
」

は
、
こ
う
し
た
「
考
へ
」
の
も
と
に
草
さ
れ
た
文
章
な
の
で
あ
っ
た
。

　
入
院
後
い
く
つ
か
の
「
試
験
」（
検
査
）
を
受
け
た
紅
葉
は
、
退
院
の
当
日
十
四
日

に
診
断
の
結
果
を
聞
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
最
後
の
五
日
間
の
消
息
を
自
記
し
た

「
退
院
前
五
日
」
は
、
見
舞
客
、
病
院
内
の
あ
り
さ
ま
、
看
護
婦
、
医
師
と
の
や
り
と

り
が
叙
さ
れ
て
い
る
、
口
語
主
体
の
き
わ
め
て
刻
明
な
文
章
で
、
柳
田
泉
が
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
、
単
な
る
感
想
録
で
な
く
、
短
篇
小
説
と
見
て
も
、
頗
る
面
白
い
も
の

た
る
を
失
は
な
い
。（
…
）
文
章
の
上
か
ら
い
つ
て
も
、
紅
葉
の
言
文
一
致
と
し
て
は
、
頂

点
に
立
つ
も
の
で
あ
ら
う
。
文
章
体
の
痕
跡
が
あ
る
と
い
へ
ば
あ
る
が
、
そ
の
痕
跡
が
ま

た
一
種
の
面
白
さ
と
な
つ
て
、
こ
の
文
章
の
特
色
の
一
つ
を
な
し
て
ゐ
る
。（「
解
題
」
中
央

公
論
社
版
『
尾
崎
紅
葉
全
集
』
第
九
巻
、
昭
和
十
七
年
九
月
十
五
日
）

と
評
し
て
い
る
の
に
相
違
な
く
、
行
間
に
診
断
を
待
つ
紅
葉
の
心
境
が
滲
み
出
て
い
る
。

三
月
十
日

入
院
後
は
日
と
し
て
朝あ
し
た
よ
り
来
訪
者
の
跡
を
絶
つ
と
云
ふ
事
な
か
り
し
に
、
此
日
の
午
前

に
限
つ
て
は
、
一
客
も
来
ざ
り
し
ゆ
ゑ
、
予
は
心
静
に
読
書
し
た
。

と
始
ま
る
文
は
、

看
護
婦
は
室
内
を
掃
除
す
る
気け
は
ひ勢
、
と
思
ひ
つ
ゝ
漸
く
目
覚
む
れ
ば
、
は
や
人
も
居
ず
、

時
計
を
取
つ
て
見
れ
ば
七
時
を
過
ぎ
た
。
室
の
真
中
に
は
、
バ
ケ
ツ
ト
に
水
を
湛
へ
て
、

予
が
朝
々
の
冷
水
摩
浴
の
支
度
は
出
来
て
居
る
。

又
長
く
煙
を
噴
い
て
白
壁
に
映
ず
る
春は
る

日ひ

の
澹た
ん

蕩た
う

た
る
を
打う
ち
ま
も
り矚
り
つ
ゝ
、
予
は
全
く
好
睡

を
得
て
、
夜
前
の
愁
無
き
人
に
覚
め
た
の
で
あ
る
。

越
え
て
三
日
、
十
四
日
の
午
前
九
時
半
、
入
沢
博
士
は
自
ら
来
つ
て
、
其
の
断
症
試
験
の

結
果
を
告
げ
、
而
し
て
去
る
に
臨
ん
で
、

「
私

わ
た
く
しの
誤
診
で
あ
る
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
す
。」

を
も
っ
て
終
る
。
紅
葉
の
心
中
は
察
す
る
に
余
り
あ
ろ
う
。「
退
院
前
五
日
」
と
と
も

に
『
病
骨
録
』
に
収
め
る
「
生
死
論
」
や
「
観
月
」
の
感
懐
と
覚
悟
は
、
す
べ
て
こ
の

日
の
診
断
を
受
け
て
の
ち
の
も
の
で
あ
る
。

　
後
年
、
伊
原
青
々
園
は
、
三
月
十
四
日
に
小
栗
風
葉
か
ら
「
先
生
の
病
気
は
胃
癌
と

い
ふ
事
に
極
ま
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
先
生
に
も
世
間
へ
も
秘
密
で
す
。」
と
語
ら
れ
た
、

と
回
想
し
て
い
る
（「
劇
評
家
と
し
て
の
三
十
年
の
〔
七
〕」「
新
演
芸
」
四
巻
九
号
、
大
正
八

年
九
月
一
日
）。
し
か
し
、
病
名
は
「
秘
密
」
の
も
の
と
は
な
ら
ず
、
青
々
園
が
風
葉
か

ら
病
名
を
聞
い
た
当
日
の
十
四
日
付
「
二
六
新
報
」（
三
面
）
の
「
尾
崎
紅
葉
氏
の
病

状
」
に
は
、

本
社
の
尾
崎
紅
葉
氏
は
数
年
来
の
胃
疾
痼
を
成
し
て
荏
苒
瘉
え
ず
遂
に
本
月
一
（
マ
マ
）
日
を
以

て
帝
国
大
学
第
一
医
院
に
入
れ
り
主
治
医
は
入
澤
博
士
に
し
て
佐
藤
博
士
（
三
吉
）
等
亦

往
て
診
せ
り
氏
の
病
は
癌
腫
な
り
や
否
や
某
博
士
は
善
良
性
の
其
な
る
べ
し
と
い
ひ
某
博

士
は
否
と
い
ふ
而
し
て
主
治
医
は
未
だ
断
言
せ
ず
今
や
病
種
の
試
験
中
に
属
す
る
な
り

（
…
）
◎
氏
は
治
療
の
都
合
よ
り
大
い
に
体
力
を
養
ふ
の
必
要
あ
り
永
く
病
院
に
在
り
て
は

常
に
訪
客
に
妨
げ
ら
れ
て
摂
養
を
害
す
る
の
虞
あ
る
よ
り
本
日
午
前
一
先
退
院
し
て
水
清

く
風
暖
か
な
る
静
境
に
遊
び
て
心
身
を
養
ふ
筈
な
り
雨
々
風
々
氏
が
胸
臆
の
琴
線
に
触
れ

て
奏
し
出
せ
る
文
章
は
時
々
本
紙
上
に
現
は
る
べ
し

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
記
事
で
は
胃
癌
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
「
善
良
性
」
で
あ
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る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
点
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
翌
々
日
十
六
日
（
三
面
）
の
続
報
「
紅
葉
山
人
の
消
息
」
に
は
、「
主
治
医
入
澤
博

士
の
断
症
に
依
り
て
終
に
胃
癌
と
决
し
た
る
は
社
同
人
の
悲
む
所
に
し
て
今
後
の
摂
養

宜
し
き
を
得
ん
こ
と
切
に
祈
る
所
な
り
」
と
し
て
、
主
筆
福
田
和
五
郎
宛
の
紅
葉
書
簡

を
転
載
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
写
せ
ば
、

扨
本
日
午
前
十
時
卅
分
退
院
仕
候
、
之
よ
り
一
時
間
前
、
入
澤
博
士
よ
り
在
院
十
日
間
の

断
症
試
験

3

3

3

3

に
就
て
、
始
て
結
果
の
報
告
を
受
け
候
処
、
運
拙
く
も
彼
の
腹
内
の
腫
瘤

3

3

3

3

3

は
、

セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
の
古
英
雄
を
も
殪た
ふ

せ
し
不
治
の
胃
癌

3

3

3

3

3

と
相あ
ひ
き
は
ま極
り
申
候
、
来
山
が
「
花
咲
い

て
死
に
と
む
な
い
が
病
か
な
」
の
今
更
如
何
に
と
も
為せ

ん
や
う
無
之
、
但
強
ひ
て
申
さ
ば
、

不
幸
中
の
幸
は
、
良
性
3

3

と
の
事
に
候
へ
ど
も
、
早
晩
之
が
為
に
殪
る
べ
き
天
命
と
覚
悟
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
候
、（
…
）

而
し
て
病
処
に
一
刀
を
下
す

3

3

3

3

3

べ
き
や
否
や
は
、
唯
今
胸
中
の
大
問
題
に
有
之
候
、
従
し
た
が
つ
て面
一

日
も
摂
生
を
忽
ゆ
る
か
せに
す
べ
か
ら
ざ
る
わ
れ
物
用
心

3

3

3

3

3

の
身
に
候
へ
ば
、
当
分
百
事
の
累
を
抛
ち
、

来
客
の
煩
を
絶
ち
、
静
養
第
一
に
心
掛
可
申
と
存
候
、
委
細
は
又
々
可
申
上
、
其
内
病
骨
3

3

録3

と
題
し
候
て
、
は
か
な
き
日
記
な
り
と
も
入
御
覧
可
申
候
、
入
院
中
僅
に
一
句
致
候
、

　
　
　
何
は
さ
て
命
大
事
の
春
寒
し

　
三
月
十
四
日
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
　
葉
　
生

　
　
　
　
福
田
学
兄
座
下

 

〔
圏
点
は
原
文
。
活
字
の
大
き
さ
は
均
等
と
し
た
〕

と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
小
西
来
山
の
句
を
引
き
な
が
ら
、
末
尾
に
自
句
を
添
え
て
い
る

が
、
退
院
の
時
刻
と
、
そ
の
一
時
間
前
に
「
不
治
の
胃
癌
」
と
の
診
断
の
結
果
を
知
ら

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
「
良
性
」
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と

も
十
四
日
付
の
報
道
を
裏
づ
け
る
内
容
で
あ
る
。

　
末
尾
の
一
文
を
受
け
て
、
三
月
三
十
一
日
（
一
面
）
に
は
「
予
告
」
と
し
て
、
牛
門

逸
人
「
我
観
新
聞
」、
紅
葉
山
人
「
病
骨
録
」、
緑
雨
「
大
底
小
底
」、
黙
房
主
人
「
万

里
長
征 

娘
子
軍
」
の
四
篇
の
「
評
論
、
随
筆
及
事
実
譚
」
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、「
病
骨

録
」
の
掲
載
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
十
七
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」（
三
面
）
の
荼
毘
庵
「
俳諧
燈
点
頃
」
は
、
十

四
日
に
角
田
竹
冷
宅
（
聴
雨
窓
）
で
催
さ
れ
た
秋
声
会
の
「
灯
と
も
し
講
」
の
記
録
だ

が
、
文
末
に
、

小
波
子
よ
り
今
夜
欠
席
し
た
る
紅
葉
山
人
の
病
状
を
聞
く
に
及
び
一
座
し
ん
み
り
と
し
て

隻
語
を
発
す
る
も
の
が
無
か
つ
た
、
山
人
が
入
院
中
の
吟
詠

　
何
は
さ
て
命
大
事
の
春
寒
し
　
　
　
紅
　
　
葉

病
名
は
胃
癌
、
但
し
良
性
と
聞
い
て
孰
れ
も
纔わ
づ

か
に
愁
眉
を
開
い
た
、

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
小
波
の
口
か
ら
「
胃
癌
」
で
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
含
め
て
、
如
上
の
報
道
の
驚
く
べ
き
速
さ
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
ま
た
「
新
小
説
」
四
月
号
（
八
年
四
巻
、
四
月
一
日
発
行
）「
時
報
」
欄
の
「
尾

崎
紅
葉
氏
の
病
気
」
に
は
、

漫
（
マ
マ
）
性
胃
病
の
為
に
久
し
く
自
宅
に
療
養
せ
ら
れ
し
同
氏
は
、
爾
後
は
か
〴
〵
し
き
効
も

あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
去
三
月
上
旬
大
学
病
院
に
入
院
し
、
主
治
医
入
澤
博
士
の
試
験
を
受

け
た
る
に
、
同
病
性
は
胃
癌
と
診
断
さ
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
幸
ひ
に
し
て
性
質
良
好
の
よ

し
な
れ
ば
今
後
の
養
生
よ
ろ
し
き
を
得
ば
、
格
別
の
大
事
に
い
た
る
事
も
な
か
ら
む
と
い

ふ
。

と
し
て
、
先
の
「
二
六
新
報
」
の
福
田
和
五
郎
宛
の
書
簡
を
転
載
し
て
い
る
。「
胃
癌
」

に
し
て
「
性
質
良
好
」
と
の
診
断
は
、
紅
葉
自
身
の
認
識
で
あ
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
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認
知
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
退
院
か
ら
十
一
日
後
の
二
十
五
日
、
門
生
が
集
ま
っ
て
今
後
の
こ
と
を
衆
議

す
る
会
が
、
神
楽
町
の
泉
鏡
花
宅
で
開
か
れ
た
。

　
門
下
の
星
野
麥
人
の
も
と
へ
届
い
た
衆
議
を
呼
び
か
け
る
鏡
花
、
風
葉
連
名
の
二
十

四
日
付
の
葉
書
は
、
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』、
同
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
に
未
収
録

の
た
め
、
左
に
全
文
を
写
し
て
み
る
（
こ
の
逸
文
に
つ
い
て
は
、
吉
田
遼
人
氏
か
ら
ご
教
示

い
た
だ
い
た
）。

先
生
の
御
病
症
は
御
存
じ
の
事
、
そ
れ
に
関
し
て
衆
議
を
致
度
義
有
之
候
間
二
十
五
日
午

後
一
時
よ
り
神
楽
町
二
丁
目
二
十
二
番
地
泉
方
ま
で
相
違
な
く
御
集
会
被
下
度
候
也

　
　
二
十
四
日 

泉
　
　
鏡
　
花

　
　（
三
十
六
年
三
月
） 

小
栗
風
葉

（
星
野
麥
人
「
手
紙
も
の
語
／
泉
鏡
花
（
下
）」「
木
太
刀
」
三
十
八
巻
七
月
号
、
昭
和
十
五
年
七
月

二
十
日
。（
　
）
内
は
原
文
）

　「
手
紙
も
の
語
」
に
は
、
こ
れ
も
含
め
て
七
通
の
鏡
花
書
簡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

う
ち
右
の
書
簡
は
「
紅
葉
先
生
御
発
病
後
の
も
の
」
と
の
麥
人
の
自
解
が
あ
る
。

　
こ
の
文
面
か
ら
す
る
と
、
門
生
の
み
の
「
衆
議
」
が
行
わ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、

泉
鏡
花
の
「
年
譜
」（
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）

に
も
記
し
た
よ
う
に
、
紅
葉
の
「
十
千
万
堂
日
録
」
に
よ
れ
ば
、
二
十
五
日
の
当
日
は

こ
の
席
へ
紅
葉
自
身
も
加
わ
っ
て
、
結
果
の
ち
の
『
換
菓
篇
』
に
具
体
化
さ
れ
る
門
生

の
献
呈
作
品
集
の
相
談
と
な
っ
た
（『
換
菓
篇
』
に
つ
い
て
は
、
後
節
に
詳
し
く
述
べ
る
）。

　
と
す
る
と
、
当
初
は
門
生
の
み
の
「
衆
議
」
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
合
の
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
紅
葉
が
、
み
ず
か
ら
参
加
を
申
し
出
て
の
会
議
に
な
っ
た
、
と
い
う

の
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
そ
の
晩
、
鏡
花
、
風
葉
、
春
葉
、
秋
聲
の
い

わ
ゆ
る
「
牛
門
の
四
天
王
」
が
神
楽
坂
常
盤
亭
に
会
し
、
師
の
紅
葉
を
招
い
た
が
（
お

そ
ら
く
は
退
院
祝
い
の
席
を
設
け
た
か
）、
体
調
す
ぐ
れ
ず
、
出
席
を
見
合
せ
た
こ
と
も

「
日
録
」
に
よ
っ
て
た
し
か
め
ら
れ
る
。
先
の
福
田
和
五
郎
宛
書
簡
の
「
当
分
百
事
の

累
を
抛
ち
」、「
静
養
第
一
に
心
掛
可
申
」
と
い
う
紅
葉
の
言
葉
は
、
な
か
な
か
実
行
に

至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
退
院
後
の
動
静
で
注
目
す
べ
き
は
、「
二
六
新
報
」
紙
上
に
紅
葉
編
の
「
不

養
生
誡
」
の
連
載
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
門
生
の
「
衆
議
」
の
あ
っ
た
前
日
、
三
十

六
年
三
月
二
十
四
日
付
（
三
面
）
に
載
っ
た
「
引
」
に
、

吾わ
が

疾や
ま
ひ

重
か
ら
ば
、
唯
重
く
て
あ
る
べ
し
、
死
な
ば
、
吾
唯
死
に
て
已
む
べ
き
を
、
夢
の
3

3

鶯3

徒
に
放
ち
て
、
故
こ
と
さ
らに
人
驚
か
さ
ん
と
せ
し
こ
そ
、
浅
慮
の
至
や
、
達
人
の
笑
を
愧
づ
。

然
れ
ど
も
、
さ
す
が
に
哀
と
思
ふ
方
よ
り
は
、
朝
に
書
を
寄
せ
、
夕
に
物
を
饋お
く

り
、
頻
々

と
し
て
慰
問
を
承
く
。（
…
）
日
ご
ろ
の
好よ
し
み
を
茲
に
懐お
も

ひ
、
四
十
の
命
を
盛
と
惜
み
、
う
れ

し
さ
は
今
、
逝
く
水
の
流
を
追
ひ
て
、
厚
き
志
を
運
び
、
深
き
情
を
通
は
す
。
か
ゝ
る
人

の
世
、
一
日
も
在
り
て
楽
し
と
、
手
づ
か
ら
牘と
く

毎
に
数
行
の
誠
を
写
し
て
、
病
中
や
ゝ
も

す
れ
ば
不
養
生
の
誡
い
ま
し
めと
為
し
、
又
別
に
所
欠
惟
一
死

0

0

0

0

0

に
し
て
、
平
生
万
事
足

8

8

8

8

8

の
末
期
を
慰

む
。
紅
葉
山
人 

〔
圏
点
・
傍
点
は
原
文
〕

と
記
す
ご
と
く
、
病
床
に
寄
せ
ら
れ
た
知
己
の
見
舞
の
書
牘
を
自
ら
写
し
て
、「
不
養

生
」
の
「
誡
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
中
励
儀
氏
（「
小
栗
風
葉
「
手
梏
足
桎
」
と
〈
換
菓

篇
〉
─
自
筆
原
稿
と
「
二
六
新
報
」
か
ら
窺
え
る
こ
と
─
」「
同
志
社
国
文
学
」
八
十
一
号
、
平
成
二

十
六
年
十
一
月
二
十
日
）
に
も
言
及
が
あ
る
が
、
以
後
四
月
二
十
四
日
ま
で
全
十
二
回
の

う
ち
わ
け
を
示
せ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
（
各
日
と
も
三
面
。
四
月
六
日
の
み
三
面

と
四
面
。
各
書
簡
に
付
さ
れ
た
番
号
は
省
き
、
名
前
の
表
記
は
原
文
の
ま
ま
）。
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3
月
24
日
　
相
模
松
林
村 

津
田
氏
、
下
総
印
西 

富
井
氏
、
小
田
原 

小
杉
天
外
君

3
月
25
日
　 

榑
正
町 

堀
野
文
祿
君
、
猿
楽
町 

曾
根
氏
、
西
片
町
　
岡
田
虚
心
君
、
駿
河

台 

夏
葉
女
史
、
大
坂 

加
賀
氏
、
四
谷 

隠
士
某

3
月
28
日
　
名
古
屋 

杉
野
氏
、
西
京 

相
良
氏
、
逗
子 

浦
香
雨
君
、
上
根
岸 

幸
堂
得
知
君

3
月
29
日
　
大
阪 
齋
藤
松
洲
君
、
四
番
町 

武
内
氏
北
堂
、
西
戸
部 

同
情
生

3
月
31
日
　 

本
所 

渡
邊
氏
、
四
谷 

大
町
桂
月
君
、
越
後
中
魚
沼 

村
山
氏
、
小
石
川 

関
屋

氏

4
月
1
日
　
芝
公
園 

竹
内
氏
、
新
潟
市 
叔
母
横
尾
氏
、
福
岡
市 

福
岡
氏

4
月
5
日
　
神
田 

角
田
竹
冷
君
、
京
都 
中
山
白
峰

4
月
6
日
　 

但
馬
関
宮
村 

水
垣
氏
、
日
本
新
聞
社 
神
谷
氏
、
門
下 

北
島
生
、
京
都 

宮
島

氏

4
月
15
日
　
小
川
町 

依
田
学
海
翁
、
大
阪 

加
賀
氏
、
上
総
茂
原 

星
野
氏

4
月
21
日
　
下
六
番
町 

野
口
寧
齋
君
、
牛
込
北
榎
町 

寺
田
氏
、
築
地 

齋
藤
氏

4
月
22
日
　 

小
石
川
表
町 

徳
田
秋
聲
、
牛
込
納
戸
町 

小
栗
風
葉
、
牛
込
若
宮
町 

半
井
桃
水

君

4
月
24
日
　 

牛
込
喜
久
井
町 

田
中
氏
、
石
見
浜
田 

田
中
夕
風
、
神
田
三
崎
町 
上
村
売
剣
君
、

麻
布
簞
笥
町 

篠
原
嶺
葉

　
紅
葉
の
「
手
記
」
し
た
書
牘
は
、
胃
癌
の
告
知
を
受
け
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
以
後

に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
都
合
三
十
九
通
に
及
ぶ
。「
君
」
と
付
い
た
の
は
知
友
、
文
壇
関

係
者
で
あ
り
、
門
生
に
は
（
女
弟
子
の
瀬
沼
夏
葉
を
除
い
て
）
敬
称
が
省
か
れ
て
い
る
の

で
お
の
ず
と
区
別
で
き
よ
う
。

　「
氏
」
と
あ
る
う
ち
、「
十
千
万
堂
日
録
」
や
紅
葉
書
簡
に
名
の
あ
る
者
で
は
、
病
床

に
多
く
の
進
物
を
も
た
ら
し
た
下
総
印
旛
の
富
井
宗
之
助
、
写
真
仲
間
「
写
友
会
」
の

曾
根
真
文
、
二
通
を
写
し
た
大
阪
の
加
賀
豊
三
郎
（
号
翠
溪
。
後
述
、
山
里
水
葉
の
「
十

千
万
堂
日
誌
」
の
所
蔵
者
）、
名
古
屋
の
杉
野
喜
精
（
銀
行
家
、
旧
友
和
達
陽
太
郎
・
瑾
夫
妻

の
姻
戚
）
の
ほ
か
、
武
内
桂
舟
の
母
堂
（
み
せ
0

0

）、
叔
母
横
尾
フ
サ
等
の
婦
人
ま
で
、
各

地
、
多
岐
に
亙
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
い
ち
い
ち
紹
介
す
る
に
堪
え
な
い
が
、
大
き

く
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　
各
所
の
御
籤
、
易
断
の
結
果
を
報
ず
る
者
（
寺
田
氏
、
武
内
氏
北
堂
、
北
島
春
石
、
徳

田
秋
聲
、
篠
原
嶺
葉
）、
療
薬
を
紹
介
す
る
者
（
築
地
齋
藤
氏
、
本
所
渡
邊
氏
）、
医
師
や
鍼

灸
師
の
紹
介
（
大
町
桂
月
、
小
石
川
関
屋
氏
、
芝
公
園
竹
内
氏
、
福
岡
市
福
岡
氏
）、
牛
乳
の

飲
用
を
奨
め
る
者
（
叔
母
横
尾
氏
、
半
井
桃
水
）
等
で
あ
る
。
文
学
者
で
は
、「
海
に
て

も
山
に
て
も
、
そ
は
御
随
意
と
し
て
、
と
に
か
く
田
舎
に
居
を
移
し
給
は
ん
事
」
を
切

望
す
る
天
外
、「
か
た
ま
り
て
瘤
も
芽
を
ふ
く
柳
哉
」
の
句
を
寄
せ
た
得
知
、
も
と
よ

り
漢
文
書
簡
を
認
め
た
学
海
翁
、
五
言
律
詩
を
呈
し
た
寧
齋
等
が
い
る
。

　
こ
こ
に
写
さ
れ
て
い
る
紅
葉
へ
の
来
簡
は
、
当
時
の
新
聞
読
者
に
、
病
状
を
案
じ
る

諸
家
の
心
遣
い
を
知
ら
し
め
る
貴
重
な
情
報
で
あ
っ
た
。
そ
の
往
来
の
様
相
を
確
認
で

き
る
も
の
（
例
え
ば
、
大
阪
加
賀
氏
、
野
口
寧
齋
、
依
田
学
海
の
も
の
な
ど
）
が
あ
り
、
ま

た
門
生
の
書
簡
も
含
ま
れ
て
い
て
、
師
弟
関
係
の
具
体
的
な
把
握
が
可
能
と
な
る
。

　「
不
養
生
誡
」
は
、
紅
葉
の
「
引
」
の
み
な
ら
ず
、
全
十
二
回
の
連
載
の
全
体
を
見

て
は
じ
め
て
当
時
の
紅
葉
の
よ
り
精
し
い
様
態
を
窺
い
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
紅
葉
最
晩
年
の
動
態
の
把
握
を
容
易
な
ら
し
め
た
の

は
「
十
千
万
堂
日
録
」
や
書
簡
な
ど
、
紅
葉
側
の
資
料
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て

「
不
養
生
誡
」
の
連
載
は
、
諸
家
の
紅
葉
「
宛
」
書
簡
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
点
に
大

き
な
価
値
が
あ
る
。
当
時
紅
葉
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
の
手
紙
は
数
知
れ
ぬ
ほ
ど

だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
中
か
ら
不
養
生
の
「
誡
」
と
な
す
べ
き
も
の
を
抽
出
し
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て
示
す
、
と
い
う
紅
葉
自
身
の
選
択
が
施
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
逸
し
が
た
い
資
料
だ

と
い
え
る
。

　
の
ち
に
逝
去
の
様
子
を
た
し
か
め
る
節
で
改
め
て
述
べ
る
が
、「
入
社
之
辞
」
に
も

明
言
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
非
文
学
的
新
聞
」
た
る
「
二
六
新
報
」
が
引
請
け
た
役

割
は
、
新
た
な
創
作
を
世
に
問
う
こ
と
で
あ
る
よ
り
も
、「
病
骨
」
の
文
学
者
紅
葉
の

末
期
の
動
静
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
晩
年
の
旅
行

　
先
引
、
三
十
五
年
九
月
の
「
読
売
新
聞
」
退
社
の
社
告
の
「
閑
地
に
就
か
る
〻
こ
と

〻
な
り
た
り
」
と
は
、
以
後
紅
葉
の
生
活
の
第
一
が
、
作
品
の
執
筆
で
は
な
く
し
て
、

病
気
の
療
養
で
あ
る
こ
と
を
宣
し
た
に
等
し
か
っ
た
。
事
実
、
晩
年
の
旅
行
の
ほ
と
ん

ど
は
、「
閑
地
」
で
の
「
療
治
」
を
目
途
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
紅
葉
と
旅
に
つ
い
て
、
石
橋
思
案
は
「
煙
霞
癖
の
紅
葉
山
人
」（「
真
菰
日
記
」「
太
陽
」

六
巻
九
号
、
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
）
と
云
い
、
江
見
水
蔭
は
「
旅
行
嫌
ひ
の
紅
葉
」

（「
紅
葉
と
江
の
島
」『
硯
友
社
と
紅
葉
』
改
造
社
、
昭
和
二
年
四
月
三
日
）
と
言
っ
て
い
る
。

同
行
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
硯
友
社
の
僚
友
二
人
の
見
解
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
が
、

在
世
中
「
悪ム
二

停ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
ヲ

車
場
一
記
」（
発
表
は
歿
後
の
「
新
潮
」
五
巻
一
号
、
明
治
三
十
九
年
七
月

八
日
）
を
書
い
て
い
る
ほ
ど
の
紅
葉
は
、
や
は
り
水
蔭
の
言
に
し
た
が
っ
て
「
旅
行
嫌

ひ
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
「
旅
行
嫌
ひ
」
と
は
い
え
、
紅
葉
三
十
六
年
の
生
涯
に
な
し
た
旅
は
決
し
て

少
な
く
は
な
い
。

　
か
つ
て
柳
田
泉
の
ま
と
め
た
旅
行
の
一
覧
（「
解
題
」
中
央
公
論
社
版
『
尾
崎
紅
葉
全
集
』

第
九
巻
、
昭
和
十
七
年
九
月
十
五
日
）
に
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
示
せ
ば
（
仮
に
番
号
を
付

し
、
行
先
、
同
行
者
の
不
足
を
補
う
。
人
名
再
出
は
号
の
み
。
明
治
を
略
す
）、

　［
1
］
十
七
年
七
月
　
　
　
　
　
江
の
島
行
（
石
橋
思
案
・
池
田
研
池
同
道
）

　［
2
］
十
八
年
　
夏
　
　
　
　
　
厚
木
、
大
山
（
丸
岡
九
華
同
道
）

　［
3
］
二
十
二
年
四
月
　
　
　
　
湯
河
原
（
巌
谷
小
波
同
道
）

　［
4
］
二
十
二
年
八
月
　
　
　
　
大
阪
行
（
単
身
）

　［
5
］
二
十
三
年
四
月
　
　
　
　 

江
の
島
行
（
思
案
・
川
上
眉
山
・
江
見
水
蔭
・
小
波
・
佐
藤
黄

鶴
・
高
階
柳
蔭
同
道
）

　［
6
］
二
十
三
年
八
月
　
　
　
　
腰
越
行
（
小
波
・
眉
山
・
水
蔭
同
道
）

　［
7
］
二
十
四
年
八
月
　
　
　
　
奥
州
地
方
（
単
身
）

　［
8
］
二
十
五
年
　
夏
　
　
　
　
神
戸
行
（
中
村
雪
後
同
道
）

　［
9
］
二
十
六
年
二
月
　
　
　
　
熱
海
（
思
案
同
道
）

　［
10
］
二
十
六
年
四
月
　
　
　
　
月
ヶ
瀬
、
吉
野
（
小
波
・
大
橋
乙
羽
・
水
蔭
・
雪
後
同
道
）

　［
11
］
二
十
六
年
十
月
　
　
　
　
京
都
行
（
単
身
、
帰
京
は
泉
鏡
花
同
道
）

　［
12
］
二
十
六
年
十
一
月
　
　
　
江
の
島
、
片
瀬
行
（
思
案
・
水
蔭
同
道
）

　［
13
］
二
十
九
年
七
月
　
　
　
　
片
瀬
行
（
小
波
・
思
案
・
広
津
柳
浪
・
門
生
等
同
道
）

　［
14
］
三
十
年
十
一
月
　
　
　
　
片
瀬
行
（
雪
後
同
道
）

　［
15
］
三
十
二
年
六
月
　
　
　
　
塩
原
行
（
単
身
）

　［
16
］
三
十
二
年
七
月
─
八
月
　
赤
倉
、
新
潟
、
佐
渡
（
単
身
）

　［
17
］
三
十
三
年
五
月
　
　
　
　
潮
来
（
小
波
・
思
案
・
水
蔭
・
眉
山
・
武
内
桂
舟
等
）

　［
18
］
三
十
四
年
五
月
　
　
　
　
修
善
寺
（
単
身
）

　［
19
］
三
十
四
年
六
月
　
　
　
　
助
川
（
新
聞
雑
誌
記
者
連
、
泉
斜
汀
同
道
）

　［
20
］
三
十
五
年
五
月
　
　
　
　
成
東
、
銚
子
（
門
生
等
）

　［
21
］
三
十
五
年
七
月
　
　
　
　
房
州
（
写
友
会
連
中
）

　［
22
］
三
十
六
年
四
月
　
　
　
　
銚
子
（
家
族
、
門
生
）
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以
上
、
生
涯
に
都
合
二
十
二
回
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
他
に
も
諸
書

に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
い
う
る
の
で
、
次
に
掲
げ
て
み
る
（
←
の
下
が
典
拠
）。

　
⑴
二
十
二
年
（
カ
）　 

箱
根
行
、
環
翠
樓
泊
（
思
案
・
眉
山
・
林
田
亀
太
郎
同
道
）
←
水
蔭
「
紅
葉

と
箱
根
」
前
記
『
硯
友
社
と
紅
葉
』
／
内
田
茜
江
「
箱
根
と
紅
葉
水
蔭
」

『
明
治
文
学
逸
話
』
女
性
時
代
社
、
昭
和
十
七
年
十
月
十
五
日

　
⑵
二
十
七
年
七
月
　
日
光
（
思
案
同
道
）
←
「
日
光
二
人
案
内
」

　
⑶
三
十
年
八
月
　
　 

仙
台
行
、
帰
途
飯
坂
温
泉
花
水
館
泊
（
単
身
）
←
野
崎
左
文
「
飯
坂
温
泉

に
於
け
る
紅
葉
山
人
の
逸
話
」「
愛
書
趣
味
」
三
年
四
号
、
昭
和
三
年
六

月
十
日

　
⑷
三
十
三
年
一
月
　 

銚
子
行
（
和
田
垣
謙
三
・
長
田
秋
濤
同
道
）
←
「
時
報
」「
新
小
説
」
五
年

三
巻
、
明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
五
日

　
⑸
三
十
三
年
三
月
（ 

カ
）　
千
葉
八
幡
行
（
秋
濤
同
道
）
←
「
文
壇
消
息
」「
ふ
た
葉
」
三
巻
二

号
、
明
治
三
十
三
年
三
月
三
十
日

　
⑹
三
十
四
年
七
月
　 

大
磯
（
安
田
善
之
助
邸
）
行
（
千
葉
掬
香
・
伊
臣
真
等
同
道
）
←
「
十
千
万
堂

日
録
」

　
⑺
三
十
四
年
十
二
月
─
三
十
五
年
一
月
　
京
阪
地
方
（
岡
田
虚
心
同
道
）
←
「
十
千
万
堂
日
録
」

　
⑻
三
十
五
年
三
月
　
鴻
巣
（
原
口
春
鴻
郷
里
）
行
（
単
身
）
←
「
十
千
万
堂
日
録
」

　
こ
う
し
て
、
近
郊
の
も
の
も
含
め
て
三
十
に
お
よ
ぶ
「
旅
」
は
、
ま
た
「
文
」
と
し

て
実
を
結
ぶ
こ
と
当
然
で
あ
っ
て
、［
1
］
は
「
江
嶋
土
産
滑
稽
貝
屏
風
」
と
な
っ
て

紅
葉
の
文
業
を
開
き
、［
6
］
は
「
新
腰
越
状
」、［
10
］
は
「
旅
の
記
」、［
12
］
は
思

案
、
水
蔭
と
の
合
作
「
観
潮
記
」、［
13
］
は
「
沙
地
浪
宅
に
遊
ぶ
記
」、［
15
］
は
「
金

色
夜
叉
」
の
「
続
続
（
壱
）
ノ
二
」
に
活
か
さ
れ
、［
16
］
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

「
煙
霞
療
養
」、［
18
］
は
「
修
善
寺
行
」、［
22
］
は
「
銚
子
記
行
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
旅
行
の
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
一
覧
を
見
て
も
明
ら
か
な
通
り
、
三
十
五
年
以
降
、
か
つ
て
の
硯
友
社
同
人
を

中
心
と
す
る
僚
友
と
の
旅
行
は
絶
え
て
無
く
な
り
、
行
楽
で
は
な
く
も
っ
ぱ
ら
療
養
の

た
め
の
旅
行
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
友
人
と
の
紅
葉
本
来
の
旅
行
の
最
後
は
、
⑺
の
虚
心
岡
田
朝
太
郎
同
道
の
京
阪
行
で

あ
ろ
う
。
三
十
四
年
歳
末
の
二
十
九
日
に
東
京
を
発
っ
て
大
阪
に
向
っ
た
。
同
行
岡
田

は
刑
法
学
者
、
帝
国
大
学
教
授
で
「
三
面
子
」
の
別
号
も
持
つ
川
柳
の
大
家
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
こ
ろ
硯
友
社
の
同
人
で
は
最
も
気
の
合
っ
た
人
物
だ
っ
た
。
正
月
の
大
阪
滞

在
中
に
は
、
た
ま
た
ま
こ
れ
も
大
阪
在
住
の
兄
の
家
に
来
て
い
た
徳
田
秋
聲
を
呼
ん
で
、

金
尾
文
淵
堂
主
人
種
次
郎
と
三
人
で
会
食
し
た
こ
と
が
、
秋
聲
の
『
思
ひ
出
る
ま
ゝ
』

（
文
学
界
社
、
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
日
）
の
「
大
阪
の
義
太
夫
」
の
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。

秋
聲
に
よ
れ
ば
、
紅
葉
か
ら
の
葉
書
を
受
取
っ
た
の
で
、
北
浜
の
旅
宿
を
訪
ね
、
金
尾

種
次
郎
と
三
人
で
千
日
前
の
「
み
ど
り
」
と
い
う
小
料
理
屋
で
会
食
後
、
勧
工
場
の
店

頭
で
自
作
『
後
の
恋
』（
春
陽
堂
、
明
治
三
十
五
年
一
月
一
日
）
の
並
ん
で
い
る
の
を
教
え

ら
れ
、
紅
葉
が
東
京
へ
の
土
産
物
を
買
っ
て
か
ら
別
れ
た
、
と
い
う
。

　
こ
の
旅
行
の
帰
途
、
名
古
屋
に
下
車
し
て
大
喜
多
寅
之
助
ら
の
旧
友
と
歓
談
す
る
予

定
の
と
こ
ろ
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
扁
桃
腺
炎
を
引
起
し
た
た
め
そ
の
ま
ま
帰
京
す
る

こ
と
に
し
（
一
月
十
一
日
付
大
喜
多
寅
之
助
宛
書
簡
）、
一
月
八
日
の
夜
行
で
発
っ
て
、
九

日
の
朝
九
時
に
新
橋
へ
着
い
た
（
岡
田
は
十
日
に
帰
京
）。

　
続
く
⑻
三
十
五
年
三
月
の
鴻
巣
行
は
、
晩
年
の
門
人
原
口
春
鴻
の
郷
里
へ
の
旅
で
あ

る
。

　
原
口
春
鴻
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（「
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
（
十
一
）」「
学
苑
」
八
六
二
号
、

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
、
お
よ
び
「
泉
鏡
花
と
演
劇
」『
泉
鏡
花
素
描
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
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十
八
年
七
月
二
十
五
日
）
に
記
し
た
こ
と
が
あ
り
、
詳
細
は
こ
れ
に
委
ね
た
い
が
、
本
名

を
豊
秋
と
い
い
、
明
治
三
十
四
年
七
月
二
十
一
日
に
入
門
を
乞
い
、
三
十
一
日
に
出
身

地
鴻
巣
に
ち
な
み
春
鴻
の
号
を
与
え
ら
れ
た
門
生
で
、
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
長
島
隆

二
の
末
弟
で
あ
る
。

　「
十
千
万
堂
日
録
」
に
よ
れ
ば
、
三
月
十
九
日
に
春
鴻
が
打
合
せ
に
来
て
、
二
十
一

日
に
出
発
、
二
十
五
日
に
は
「
原
口
氏
兄
弟
と
外
に
出
入
の
男
及
小
童
を
従
へ
写
真
機

二
具
と
小
銃
と
を
持
ち
て
荒
川
に
遊
ぶ
」
と
あ
る
の
で
、
写
真
と
銃
猟
の
遊
興
も
含
め

た
旅
行
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
二
人
乗
り
の
俥
一
杯
の
原
口
長
島
両
家
か
ら
の
土
産
を

携
え
、
当
日
十
一
時
に
鴻
巣
を
発
っ
て
、
一
時
に
上
野
着
、
帰
宅
し
た
の
は
午
後
二
時

で
あ
っ
た
。

　
三
十
六
年
に
入
っ
て
、［
20
］
の
成
東
行
が
療
養
の
た
め
の
旅
の
最
初
で
あ
る
。「
金

色
夜
叉
」（
続
々
の
続
篇
）
の
連
載
が
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
一
日
ま
で
断
続
掲
載
さ
れ

て
い
る
途
中
の
四
月
二
十
九
日
、
胃
の
拡
張
を
覚
え
た
紅
葉
は
三
十
日
に
長
与
胃
腸
病

院
で
診
察
を
受
け
、
五
月
二
日
、
三
日
、
五
日
、
九
日
と
通
っ
た
が
、
思
わ
し
か
ら
ぬ

結
果
と
な
り
、
上
総
成
東
の
冷
泉
へ
の
入
浴
を
奨
め
ら
れ
た
。
十
日
分
の
薬
を
も
ら
い
、

斜
汀
同
伴
で
上
野
を
発
っ
た
の
は
十
四
日
の
午
前
で
あ
る
。

　
成
東
鉱
泉
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
温
泉
で
は
な
く
、
明
治
三
十
年
六
月
の
総
武
鉄
道
銚

子
線
成
東
停
車
場
の
開
業
に
伴
い
開
発
掘
削
し
、
湧
出
し
た
鉱
泉
に
浴
す
る
旅
館
「
成

東
館
」
が
開
業
し
た
の
は
三
十
四
年
五
月
、
あ
た
か
も
紅
葉
の
赴
く
一
年
前
の
こ
と
だ

っ
た
（
成
東
町
編
刊
『
鉱
泉
旅
館
「
成
東
館
」
物
語
』
平
成
十
四
年
〔
刊
行
月
日
、
記
載
な
し
〕）。

後
年
「
停
車
場
よ
り
六
町
に
し
て
波
切
不
動
あ
り
奇
巌
怪
石
嶄
然
屹
立
し
懸
崖
の
頂
上

朱
欄
新
緑
と
相
映
ず
る
の
光
景
頗
る
美
観
な
り
其
崖
下
に
鉱
泉
湧
き
温
泉
旅
館
あ
り
成

東
館
と
呼
ぶ
」（
荼
毘
庵
「
九
十
九
里
浜
」「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
九
年
八
月
六
日
付
・

六
面
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
紅
葉
自
身
「
読
売
新
聞
」（
明
治
三
十
五
年
六
月
十
七
日
付
・
一
面
）
に
「
上
総
成
東
よ

り
」
の
書
信
（
十
五
日
付
）
を
寄
せ
て
旅
の
様
子
を
報
じ
て
い
る
の
で
、
抄
出
し
な
が

ら
到
着
ま
で
を
記
し
て
み
る
と
、「
十
二
日
午
後
二
時
本
所
発
車
に
て
三
時
過
千
葉
着
」、

「
千
葉
に
て
は
吾
妻
町
な
る
愚
仏
子
の
借
宅
庵
に
入
り
て
一
夜
を
明
し
」、「
午
後
三
時

雷
雨
の
中
を
暇
乞
し
て
発
足
。
一
時
間
余
に
て
当
地
成
東
館
に
着
」
と
あ
り
、
成
東
の

前
に
千
葉
の
秋
聲
会
の
俳
友
瀧
川
愚
佛
宅
に
一
泊
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。「
病
中
は

茶
を
断
ち
、
間
食
を
禁
じ
候
へ
ば
、
此
間
の
悶
々
謂
ふ
べ
か
ら
ず
、
幾
度
も
湯
に
入
り

て
は
直
に
上
り
、
居
れ
ば
腹
の
み
撫
廻
し
候
て
、
何
と
無
く
裏
侘
し
く
罷
在
候
」
と
あ

り
、
社
交
家
美
食
家
の
紅
葉
に
と
っ
て
療
養
の
旅
は
よ
ほ
ど
辛
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。

三
日
目
に
風
葉
、
春
葉
、
鏡
花
の
三
人
が
到
着
、
さ
ら
に
加
賀
豊
三
郎
（
翠
溪
）
が
訪

れ
、
と
も
に
銚
子
に
遊
ん
で
、
十
九
日
に
斜
汀
、
二
十
日
に
春
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
先
に
帰

り
、
二
十
一
日
、
十
二
時
三
十
九
分
発
の
列
車
で
、
残
っ
た
鏡
花
、
風
葉
の
二
人
を
伴

っ
て
帰
京
、
四
時
半
に
帰
宅
し
た
八
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
旅
行
に
関
し
て
は
、
同
行
し
た
泉
鏡
花
が
の
ち
に
生
前
未
発
表
の
小
説
「
新
泉

奇
談
」（
全
七
十
章
。
執
筆
は
成
東
行
の
翌
月
明
治
三
十
五
年
六
月
頃
と
推
定
）
を
も
の
し
、

さ
ら
に
こ
れ
に
基
づ
き
、
逗
子
滞
在
期
に
初
の
書
下
し
戯
曲
『
愛
火
』（
春
陽
堂
、
明
治

三
十
九
年
十
二
月
十
日
）
の
舞
台
と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
数
少
な
い
旅
の
体
験
を
積

極
的
に
創
作
の
糧
と
し
て
作
品
化
し
て
ゆ
く
鏡
花
に
く
ら
べ
て
、
師
の
紅
葉
に
は
、
も

は
や
そ
の
気
力
も
体
力
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　［
22
］
の
銚
子
行
は
、
三
十
六
年
六
月
の
「
新
小
説
」（
八
年
七
巻
、
六
月
一
日
発
行
）

の
「
時
報
」
欄
に
、

▲
尾
崎
紅
葉
氏

0

0

0

0

0

　
　
の
病
状
は
目
下
軽
快
な
る
方
な
り
。
氏
は
四
月
下
旬
よ
り
下
総
銚
子

に
保
養
せ
し
が
、
帰
来
執
筆
及
び
接
客
を
避
け
て
、
自
宅
に
静
養
せ
ら
る
ゝ
由
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と
報
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
旅
程
は
、

明
治
卅
六
年
四
月
二
十
三
日
午
前
八
時
五
十
分
出
発
。
日
麗
か
な
れ
ど
も
東
風
烈
し
く
、

寒
気
膚
に
透
る
。
寒
を
怯
る
ゝ
病
胃
は
、
擣（
つ
）
く
が
如
く
痛
み
て
止
ま
ず
。
懐
炉
を
抱
き
て
、

俥
に
上
る
。

か
ら
始
ま
る
「
銚
子
記
行
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紀
行
は
、
十
時
の
発
車
以
降
、

停
車
場
ご
と
の
景
情
を
記
し
つ
つ
、
感
懐
を
句
に
し
て
い
る
が
、
総
武
鉄
道
銚
子
線
の

路
線
は
同
じ
な
の
で
、
前
年
滞
在
し
た
成
東
の
項
に
は
「
曾
遊
の
地
の
荒
涼
を
憐
む
」

と
あ
る
。
ま
た
「
佐
倉
に
て
中
食
す
と
て
、
家
人
の
折
詰
取
出
す
を
覗
き
て
、
／
燦
と

し
て
春
の
花
有
り
ち
ら
し
鮓
」
と
あ
る
ご
と
く
、
喜
久
夫
人
と
次
男
夏
彦
（
生
後
十
一

か
月
）
を
伴
っ
て
い
た
が
、
家
族
を
連
れ
て
の
旅
行
は
生
涯
の
う
ち
こ
れ
が
最
初
に
し

て
最
後
で
あ
っ
た
。
銚
子
に
着
い
た
の
は
午
後
二
時
十
五
分
、
町
を
抜
け
て
「
二
時
卅

五
分
暁
鶏
館
に
着
。
風
益
勁
し
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
浴
前
体
量
を
測
る
に
、
十
一
貫

八
百
九
十
目
」（
約
四
四
・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
も
記
さ
れ
て
い
て
傷
ま
し
い
が
、
到
着

以
後
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
紀
行
文
の
「
魅
力
」
に
つ
い
て
、
岡
保
生
氏
が
「
紅
葉
の
公
に
し
た
著
作
か
ら

は
う
か
が
え
な
い
、
夏
彦
の
父
で
あ
り
、
き
く
子
の
夫
で
あ
る
人
間
尾
崎
徳
太
郎
の
姿

が
見
え
か
く
れ
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」（「
解
題
」
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
第
十
一
巻
、

平
成
七
年
一
月
二
十
六
日
）
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
短
文
な
が
ら
家
人
へ
の
ま
な
ざ
し

を
か
い
ま
見
せ
て
い
る
点
に
他
の
紀
行
文
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。

　
銚
子
滞
在
中
に
は
加
賀
豊
三
郎
宛
（
四
月
二
十
四
日
付
、
二
十
七
日
付
）、
安
田
善
之

助
宛
（
二
十
九
日
付
）、
樺
島
信
太
郎
宛
（
同
）、
佐
佐
木
信
綱
宛
（
三
十
日
付
）、
岡
田

朝
太
郎
宛
（
同
）
な
ど
発
信
が
多
く
、「
銚
子
記
行
」
の
記
述
を
補
う
か
の
ご
と
く
、

滞
在
中
の
様
子
を
と
り
ど
り
に
伝
え
て
い
る
が
、
喜
久
夫
人
の
兄
樺
島
信
太
郎
宛
に
は
、

夏
彦
お
と
な
し
く
候
へ
ど
も
手
が
掛
り
閉
口
に
御
座
候
（
…
）
廿
六
日
の
晩
景
鏡
花
風
葉
春

葉
秋
声
の
四
名
並
に
京
都
よ
り
見
舞
の
為
出
京
候
白
峰
を
加
へ
袖
を
つ
ら
ね
野
菜
を
か
つ

ぎ
曵
々
と
押
寄
せ
来
り
昨
今
は
夜
昼
と
も
に
大
に
ぎ
や
か
に
御
座
候

と
あ
っ
て
、
四
天
王
の
ほ
か
、
京
都
か
ら
の
門
人
中
山
白
峰
を
加
え
、
家
族
門
生
打
揃

っ
て
の
「
大
に
ぎ
や
か
」
な
滞
在
と
な
っ
た
。
帰
京
は
五
月
早
々
、
佐
佐
木
信
綱
宛
で

は
一
日
、
岡
田
朝
太
郎
宛
で
は
二
日
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

［
付
記
］

　
繁
簡
の
よ
ろ
し
き
を
得
ず
、
稿
の
半
ば
で
紙
幅
を
越
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
あ
と
、「
見
舞
人

の
か
ず
か
ず
」「
白
屈
菜
の
採
取
と
投
薬
」「『
換
菓
篇
』
の
企
画
」「
臨
終
」「
逝
去
の
報
」「
解

剖
」「
高
村
光
太
郎
と
紅
葉
」「
葬
儀
の
模
様
」「
紅
葉
祭
と
い
う
催
し
」「
歿
後
の
出
版
物
」
等

の
項
目
を
考
え
て
い
る
が
、
資
料
の
紹
介
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
数
回
の
稿
を
継
が
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
時
間
を
要
す
る
こ
と
ご
寛
恕
願
い
た
い
。

　
な
お
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改

め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
傍
点
、
圏
点
は
概
ね
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　
本
文
中
に
お
名
前
を
記
し
た
方
々
の
ご
教
示
の
ほ
か
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国

会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
青
山
学
院
大
学
図
書
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話

に
な
っ
た
。
併
せ
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

 

（
よ
し
だ
　
ま
さ
し
　
日
本
語
日
本
文
学
科
）


